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要旨  
 
環境省（2015）によれば、日本国内の温泉地の宿泊利用者数は平成 17 年度
から平成 26 年度までの 10 年間で 1 億 3661 万人から 1 億 2797 万人と 864 万
人の減少となった。宿泊利用者数が減少した背景には、宿泊旅行を行う機会そ
のものが減少しているために温泉地の宿泊客が減少していることが考えられる。
他方で、国土交通省（2004）のアンケート調査によれば、温泉地の宿泊客が減
少した理由として、「温泉の虚偽表示問題」、「団体客むきに拡大した温泉地の雰
囲気を嫌った個人客が離れた」などの回答が得られている。さらにこの調査で
は温泉地再生に向けてどのような施設・サービスが宿泊客に喜ばれるかなどに
ついても調査を行っており、回答結果では温泉地ならではの夜間帯の過ごし方
に関する記述が多くみられる。このように温泉地での夜間のアクティビティが
求められる背景には、かつての大規模宿泊施設が囲い込みを進めた結果、観光
対象となる商店などの資源が温泉街から消失したことが考えられる。国土交通
省（2005）では、温泉街に人通りが少ない状況では、イベントなどソフトな施
策を通して街に人を誘い出すことの重要性が説かれている。温泉地での夜間の
観光体験が求められる一方で、日本の観光研究においては特定地域における観
光体験の提供動機をまとめたものが見られるのみであり、温泉地での研究は進
んでいない。本研究は温泉街の夜間の観光体験がいつ提供されているのかを網
羅的に把握し、夜間の観光体験に先進的な温泉街においてはその取り組みや意
図をヒアリング調査によって明らかにすることで、夜間の観光体験の促進に向
けた示唆を得ることを試みたものである。  
 まず、本研究において温泉街と定義された温泉地において、温泉街における
夜間のイベントの提供状況を把握するため、2015 年に行われた夜間のイベント
情報を観光協会などのホームページより取得した。この結果、温泉街での夜間
のイベント開催日数は年平均 51 日となり、8 月が夜間のイベントが最も活発に
行われることが明らかになった。また、イベントの内容に関しては件数別では
年間を通して祭りが最も多く、日数別ではイルミネーションが最も多い結果と
なった。他方で月別に最も活発なイベント内容を見ると初秋と冬にはイルミネ
ーションが活発になり、4 月 11 月には樹木のライトアップ、7 月 8 月には祭り、
 
 
6 月にはホタルの鑑賞が活発になるなど季節に応じた内容の観光体験が提供さ
れていることが明らかとなった。さらに、イベント内容別に参加費用の有無を
見ると、全体の 12％のイベントが参加費用が掛かるイベントであった。  
 次に、夜間の観光体験の取り組みや意図などを明らかにするため、夜間の観
光体験を積極的に提供している、三朝温泉、草津温泉、白浜温泉、城崎温泉の
各観光協会へヒアリング調査を実施した。その結果、夜間の観光体験を提供す
るに至ったきっかけは、来訪者や宿泊客が減少したことであった。客足を回復
させ宿泊を促進するために一部で行政からの資金援助を活用しながら夜間のイ
ベントを実施してきたことで、年々夜の観光体験が厚みを持ってきたことが明
らかとなった。また、日中の仕事をしながら夜間のイベントを運営することに
関する課題や、一時代の宿泊施設の館内消費型の経営戦略などの影響により温
泉街の商店が減少し、夜間のイベントを実施しても街中が活性化されないとい
う課題も見られた。他方で夜間のイベントを長年実施してきたことで周辺の商
店の夜間営業が開始されたケースも見られた。さらに、4 地域ともに夜間のイ
ベントを提供する際に他の事例を参考にしたことはなく、それぞれの温泉街が
自分たちで提供するイベントを考え、取り組んでいることが明らかになった。  
 今後、温泉街の夜間の観光体験が促進されるための示唆としては、行政から
の資金援助を活用しながら夜間のイベントを実施し、そのイベントを翌年度以
降は地元の力で実施し、定着させていくことがまず初めに重要であると考えら
れる。こうしたイベントを定着させていくことで、恒常的な夜間の観光資源と
なる商店などの夜間営業を促し、恒常的な資源とイベントとの両輪で夜間の観
光体験を宿泊者に提供しながら、イベントの主催者の無理のない範囲で夜間の
イベント日数を調整していくことが重要だと考えられる。  
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1. はじめに  
本章ではまず近年の日本国内の温泉利用の概況を述べ、国内温泉地での課題
を明確にし、この論文で取り組むことについて述べる。  
 
1.1 日本国内の温泉利用の概況   
環境省の『温泉の保護と利用』によれば、日本国内の温泉地の宿泊利用者数
（年度あたり延べ人数）は平成 17 年度から平成 26 年度までの 10 年間で 1 億
3661 万人から 1 億 2797 万人と 864 万人の減少となった。また同十年で宿泊施
設数は 15,024 軒から 13,278 軒と 1,746 軒の減少となった。他方で温泉利用の
公衆浴場数は 7,431 軒から 7,883 軒と 452 軒の増加となっている (図 1－1)。  
 
 
図  1-1 温泉利用の概況  
環境省「温泉の保護と利用」をもとに筆者が作成  
 
 宿泊利用人員が減少した要因の一つには、日本人の国内宿泊旅行回数の減少
が考えられる。「じゃらん宿泊旅行調査 2016」によれば、平成 17 年から平成
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26 年の 10 年間に、20～79 歳男女の国内宿泊旅行実施率は 66.1%から 56.9％
と 9.2％減少している。また、日本交通公社の『旅行年報 2015』によれば、旅
行先の現地行動として「温泉」が全体の 37.4％と「自然・風景・景勝地鑑賞」
の 43.3％に次いで 2 番目に高い。さらに、「今後 1～2 年の間に行ってみたい国
内旅行及び海外旅行の旅行タイプ」では、「温泉旅行」が 62.8％と最も高い。
これらのことから、温泉旅行の実施率・人気は依然として高いものの、宿泊旅
行を行う機会が減少しているために、温泉旅行を実施する人も減少し、温泉地
の宿泊客が減少していると考えられる。  
他方で久保田 (2008)によれば、近年人々と温泉との距離感に変化が生じ、温
泉の中にも「泊まる温泉」と「泊まらない温泉」の 2 つが出現してきたと述べ
ている。この背景には温泉探索技術の向上や掘削費用の削減など技術力の向上
によって、いわゆる日帰り入浴施設が増加したことが挙げられる。温泉まちづ
くり研究会 (2010)によれば、こうした日帰り入浴施設は都市部で開業が相次い
でいる。久保田 (2008)は、こうした状況の中、「日帰り温泉」が限りなく温泉旅
行に近づき、温泉地にわざわざ泊まる意味、すなわち「日帰り温泉」が売り物
にしている価値軸とは異なる価値の提示が温泉地には必要としている。  
また、国土交通省関東地方整備局・関東運輸局 (2004)が行った「インターネ
ットモニターアンケート」によれば、温泉地の宿泊客が減少した理由として、
「団体客向きに拡大した温泉地の雰囲気を嫌った個人客が離れた」、「有名温泉
地だが、特徴も画一的」、「温泉の虚偽表示問題」などの回答が得られている。
さらにこの調査では、どのような施設やサービスが温泉地の宿泊客に喜ばれる
かなど、温泉地再生への手掛かりとなる質問項目もある。この問の結果を見る
と、「浴衣のまま歩き回れたり遊べたりできる場所」、「夜気軽に外に散歩に出か
けられるようなところ」、「朝昼夜食後でも散歩できる遊歩道」、「遅くまで開い
ている仲見世通りのような商店街」や「夜間イベントの開催」など、宿泊地な
らではの夜間帯の過ごし方に関する記述が多くみられる。このように温泉地で
の夜間のアクティビティが求められる背景には、かつて大規模宿泊施設が囲い
込みを進めた結果、観光対象となる資源が温泉街から消失したことが考えられ
る。佐々木 (2008)は宿泊施設による宿泊客の「囲い込み」が地域づくりとの関
係で最も大きな障害であると述べている。さらに、各旅館が施設の大型化を進
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め、館内に各種の浴場や飲食店、土産店などを設置して宿泊客を外に出さない
ようにしたために、かつては温泉街特有の風情とされた外湯巡りや、土産物等
を求めてのそぞろ歩きなどが次第に廃れてきたとしている。たとえば温泉街の
衰退が囁かれている鬼怒川に関して、国土交通省 (2005)の「従来型観光地での
地域の魅力の再発見または創出と、それを活かした集客力回復とまちの再構築
に関する調査」によれば、街の人通りが少ない状況では温泉街の店舗側は人々
を呼び込むための投資が行いにくいため、イベントなどソフトな施策を通して
人々を街に誘い出すことの重要性が説かれている。  
 
1.2 夜間観光に関する既往研究  
前節では温泉地における夜間のアクティビティを宿泊客に提供する意義を述
べた。しかしながら、実際に温泉地ではどのような夜間の観光アクティビティ
が提供されているかを実態把握した調査・研究は管見の限り見あたらない。そ
もそも温泉地に限らず日本の観光地において夜間のアクティビティに関する研
究は少ない。鈴木 (2013)によれば、欧米においても夜のツーリズムを体系的に
論じようとする試みはほとんど存在しないが、1990 年代以降、夜間の観光行動
について、そのマイナス側面に注目した研究の蓄積が進んできた。欧州防疫研
究所 (2010)は、欧州の若者がマスツーリズムの中で旅行会社のターゲットの 1
つとして確立してきたことによって、若者を顧客に取り込むために若者が求め
るもの、すなわち旅の中での nightlife を重要視するようになったとしている。
若者が nightlife の中で求めるものとは all night party, alcohol, (illegal 
substances)であり、旅行会社はこれらを若者に積極的に提供し続けてきたとさ
れている。この結果、ナイトクラブのあるリゾート地などを中心に交通事故、
性疾患、薬物中毒の蔓延を招いたとしている。  
アジア圏においては、夜の屋台や市場が主要な観光資源として認知されてい
る台湾などで、外国人観光客が夜の屋台や市場のどういった面に新奇性欲求を
感じているのかを解明した研究例が見られる  (An-Tien et al.2008; Janet  
Chang et al.2006)。日本においては、すでに 1910 年に奈良県の長谷寺におい
て牡丹の夜間点灯、今日でいわれるところのライトアップを通じて来訪客を増
やそうという試みが始められていた (小川 2009)。長谷寺においてライトアップ
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が開始された背景には、明治 44 年に長谷寺の大講堂が焼失し、その復興を目
指し来訪客を増やしたい門前町の人々、初瀬鉄道、そして電灯の一般普及を目
指していた初瀬水力電気の存在があった。また小川 (2009)によれば長谷寺に限
らず、先進的に夜間点灯を試みていた箕面公園 (1909)や、箕面公園に刺激され
夜間点灯を 1911 年に開始した奈良公園など、明治後期から大正初期にかけて
電気による夜間点灯が観光振興に用いられ始めていた。近年においても地域に
新しい観光対象を作り出そうとイルミネーションを行う取り組みがみられる。
たとえば、札幌市では固定化し始めた札幌の観光に新しい目玉を加えることが
できないかと、ホワイトイルミネーション・サッポロプラザと銘打ち、1981
年 12 月に大通公園をイルミネーションで飾る試みがなされた (石原 1987)。さ
っぽろホワイトイルミネーション公式ホームページによれば、1981 年当時は札
幌では夏型観光が主流であり、「四季折々の魅力あふれる札幌」に訪れてもらう
通年観光への脱却は観光業界にとって大きな課題であった。そして、札幌雪ま
つりへとつながる初冬の新しい観光イベントの創造、この想いがホワイトイル
ミネーションを産む源泉にあったとされている。これらの例のように、日本の
観光研究においては特定地域における夜間の観光体験の提供者とその動機をま
とめたものが見られる。  
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2. 研究目的  
第 1 章で述べたとおり、温泉地において人々は夜間の観光体験を求めており、
またその観光対象となりえる商店街や射的場などの遊び場は一時代前の大型旅
館の囲い込み型経営によって温泉街から姿を消しつつある。こうした背景の中
で本研究は、宿泊施設から温泉街に宿泊客を導くための誘因材料となる温泉街
の夜間のイベントに着目する。そして温泉街におけるどのような夜間の観光体
験がいつ提供されているのかを網羅的に把握し、先進的な温泉街において夜間
の観光体験の取り組みや意図などをヒアリングによって明らかにすることを本
研究の目的とする。  
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3. 用語の定義  
本章では本研究で用いる言葉の定義を行う。  
 
3.1 温泉街の定義  
日本の温泉研究において温泉街に関する研究は見られるものの、温泉街の定
義を述べている研究は少ない。その中で、山田・宮崎 (2008)は温泉街を以下の
ように定義している。  
 
温泉街とは、温泉を核とし宿泊施設が集積している場所である。数値的な根拠
としては宿泊施設が 15 ヶ所以上、収容定員人数が 1500 人以上。  
 
山田・宮崎 (2008)は、「この条件で書籍と照合した結果、当該数値設定におけ
る温泉地が多くあり、また、各温泉街の地図より、多くの温泉街で温泉街およ
び温泉街付近に小学校が存在し、調査対象温泉街において、コミュニティーが
形成されていることが判断できる。よって、温泉街のまちづくりを考える上で、
温泉街選定の基準を当該数値設定とした。」と述べている。本研究では温泉街で
の夜間の賑わいに寄与するイベントを扱うにあたり、活気づく街中商店などの
存在が不可欠であると考える。これには同時にオフ季に商店経営を下支えする
人々、すなわち地域住民の存在が不可欠である。したがって、温泉街の中に宿
泊施設だけでなく民家などがあり、地域住民のコミュニティーが温泉街の中で
形成されていることが望ましい。このため、本研究の理想とする温泉街の定義
に山田・宮崎の温泉街の温泉街の定義がふさわしいと判断し、本研究における
温泉街の定義は山田・宮崎による定義に従う。  
 
3.2 夜間の定義  
 気象庁の 1 日の時間細分図によれば 18 時から 24 時を夜と定義しており、夜
間とは 18 時から 24 時の間と考えられる。しかし、本研究においては温泉宿の
宿泊者が日没後に行われる観光体験を享受できる時間帯を夜間と定義すること
がふさわしい。それはすなわち宿泊者が夕食を食べ終えてから就寝する間の時
間である。人々が宿泊先で何時に就寝するかというデータは管見の限り見あた
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らないが、NHK 放送文化研究所 (2016)によれば日本人は平日・土曜・日曜とも
に 23 時までには 50％の人が就寝を開始している。また、旅行中の夕食開始時
間に関する情報も管見の限り見あたらない。このため、本研究の対象地 (後述 )
である湯の川温泉の旅館協同組合に属する宿泊施設 20 軒の夕食開始時間を各
施設のホームページ並びに宿泊予約サイトじゃらんを用いて調べた。その結果
17 時 30 分に夕食を開始する施設が全体の 45％と最も多く、17 時に夕食を開
始する施設を含め全体の 55％が 17 時 30 分までに夕食提供を開始しているこ
とがわかった。したがって、夕食が食べ終わる時間は早くて 18 時と考えられ
る。これを踏まえ本研究における夜間とは 18 時から 23 時までと定義した。  
※  湯の川温泉を対象としたのは研究対象地の中でいわき湯本温泉のつぎに東
側に位置し、日没が早いと考えられるため、夕食開始時間も他より早くなる
と考えたためである。いわき湯本温泉を対象としなかったのは、23 軒中
82.6%の宿泊施設で夕食の提供時間を把握できなかったためである。  
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4. 研究対象地について  
本章では、4.1 節で既存研究で扱われた「温泉街該当地域」を紹介したのち、
4.2 節で既存研究で選定された温泉街を再選定する手法を述べる。そして、4.3
節で本研究で対象とする温泉街について述べる。  
 
4.1 既存研究における日本の温泉街  
山田・宮崎 (2008)の研究において温泉街の定義に該当する温泉は全国で 105
ヶ所ある (表 4－1)。なお山田・宮崎らは宿泊施設数と主要人員数を書籍からの
判別および行政、観光協会、旅館組合、旅館協同組合などへのアンケート調査
をもとに決定している。アンケート調査は 1994 年から行われており、年を経
て宿泊施設などが該当数値設定に満たない温泉街になった場合でも除外してい
ない。これをふまえ、本研究ではまず山田・宮崎が選定した温泉街に対して数
値的基準を再度検証し、2016 年現在においても温泉街と定義される温泉街のみ
を調査対象地とすることとした。  
宿泊施設と収容定員人数の確認には国土交通省の国土数値情報宿泊容量メッ
シュデータを用いた。宿泊容量メッシュデータは全国の宿泊施設約 1.8 万件に
おける宿泊可能人数について、3 次メッシュ (約 1km 四方 )単位で集計したもの
であり、メッシュごとに各メッシュ内の宿泊施設の種類別総数、総宿泊施設数、
総部屋数、総収容定員数が記録されている。宿泊施設の種別はホテル・旅館・
公共宿泊施設・民宿・ペンション・宿坊・コテージ・ユースホステル・カプセ
ルホテル・研修センターのそれぞれである (図 4－1)。  
  
9 
 
表  4-1 山田・宮崎 (2008)における温泉街 105 ヶ所一覧表  
山田・宮崎 (2008)をもとに筆者が作成  
都道府県名
北海道 層雲峡 定山渓 湯の川 登別 洞爺湖 阿寒湖 川湯
青森県 浅虫
秋田県 大滝
岩手県 繋 鶯宿 岩手湯本
山形県 銀山 蔵王 東根 湯野浜 温海 赤湯 天童 小野川
宮城県 鳴子 秋保
福島県 磐梯熱海 東山 いわき湯本 芦ノ牧 飯坂 土湯 岳 湯野上
栃木県 鬼怒川
群馬県 四万 伊香保 草津 水上 磯部 猿ヶ京 老神
神奈川県 湯河原
山梨県 下部 石和 湯村
長野県 美ヶ原 鹿教湯 戸倉上山田 上諏訪 下諏訪 浅間 野沢 湯田中 別所 渋
新潟県 越後湯沢 月岡 弥彦
静岡県 湯ヶ島 伊東 伊豆長岡 熱海 土肥 稲取 修禅寺 舘山寺 下田
岐阜県 下呂
富山県 宇奈月
石川県 和倉 山代 山中 片山津 粟津
福井県 芦原
三重県 湯の山
和歌山県 白浜
兵庫県 城崎 湯村 有馬
鳥取県 三朝 羽合 皆生
岡山県 湯原 湯郷
島根県 玉造 温泉津
山口県 湯田 俵山 長門湯本
愛媛県 道後
福岡県 原鶴
佐賀県 嬉野 武雄
長崎県 小浜 雲仙
熊本県 杖立 黒川 山鹿 日奈久 菊池 玉名
大分県 別府 由布院 湯平 筋湯
鹿児島県 市比野 指宿
温泉地名
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図  4-1 宿泊容量メッシュデータ データサンプル  
 
4.2 対象地選定方法  
各々の温泉街に該当するメッシュを選定し、温泉街ごとに該当メッシュの宿
泊施設数と収容定員数を合計し、数値基準に当てはまるかどうか確認を行った。
確認作業は以下の手順に従い、ArcGIS を用いて行った。  
1.  各温泉地のエリアに該当するメッシュとその温泉地に近接するメッシュを
「温泉地を構成するメッシュ」として選定した。  
2.  1 の作業で選定したメッシュのうち、メッシュ内の宿泊施設数が 1 軒であ
る場合、宿泊容量メッシュデータ内で開示されている収容定員人数・部屋
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数・宿泊施設の種別の 3 つの情報をもとにその 1 軒に 3 つの情報が合致す
ると思われる宿泊施設を探し、その宿泊施設が観光協会または旅館組合の
ホームページに掲載されていない場合は該当のメッシュを「温泉地を構成
するメッシュ」から除外した。該当する宿泊施設が見つけられなかった場
合、観光協会または旅館組合の温泉エリアマップの中でそのメッシュに該
当するエリア内に宿泊施設が掲載されているかの確認を行った。宿泊施設
がエリアマップに掲載されていなかった場合、このメッシュを「温泉地を
構成するメッシュ」から除外した。  
3.  温泉街を構成する各メッシュの宿泊施設総数と収容定員人数を各々合算し、
前述の数値基準を満たすか確認を行った。なお、数値基準を満たす場合、「温
泉地を構成するメッシュ」を「温泉街を構成するメッシュ」、すなわちその
温泉街のエリアとなるメッシュとした。  
 
上記の手順をもとに熊本県阿蘇郡南小国町にある黒川温泉を例に取り、実際
に行った確認作業を示す。  
 図 4－2 で、格子で囲われたマスが日本全国を 3 次メッシュに分けたうちの
1 つ 1 つのメッシュである。  
 灰色の線は市町村区分の線であり図の中央が南小国町である。  
 色分けがされてあるメッシュはそのメッシュ内の収容定員人数を表し、白
が 0 人、つまり宿泊施設無しを表す。また、黄色が 1～500 人、オレンジが
500～1000 人、赤が 1000 人以上を表している。  
 まず、手順１で「温泉地を構成するメッシュ」として選定されたメッシュ
は図 4－2 で 1 から 4 の番号が割り振られたメッシュである。このうち 1
番のメッシュは宿泊施設が 1 軒あるものの、黒川温泉観光旅館協同組合が
管轄するエリアの外 (ホームページ内で公表されているエリアマップの外 )
であったため黒川温泉を構成するメッシュから除外した。残る 2～4 番のメ
ッシュ (水色の線で囲われたメッシュ )内の情報を合算した結果、総宿泊施設
数が 22 軒、総収容人数は 1512 人であった。これにより、黒川温泉は温泉
街としての数値基準を満たしており、温泉街と判定した。  
 水色の線で囲われた 3 つのメッシュが黒川温泉街を構成するメッシュ、す
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なわち本研究における黒川温泉の温泉街のエリアとなる。  
 
図  4-2 宿泊容量メッシュデータ ArcGIS 投影図  
(熊本県阿蘇郡南小国村  黒川温泉周辺 )  
 
以下、対象地選定方法に関して 3 点の留意すべき点を記す。  
1.  宿泊容量メッシュデータでは各メッシュ内にある宿泊施設名が公表されて
いない。しかしながらメッシュ内に宿泊施設が 1 軒しかない場合は、メッ
シュ内の宿泊施設に関する情報はその 1 軒の宿泊施設の情報を表している
ため部屋数と収容定員人数から宿泊施設が推定可能であると考え、手順 2
は上記の形をとった。  
2.  手順 2 の作業で実際に除外されたメッシュがあったのは以下の温泉である。
洞爺湖温泉・いわき湯本温泉・鬼怒川温泉・水上温泉・湯河原温泉・石和
温泉・伊豆長岡温泉・城崎温泉・湯田温泉・黒川温泉  
3.  長野県の湯田中温泉と渋温泉は極めて近い距離に存在し、1 つのメッシュ
内に湯田中温泉エリア内の宿泊施設と渋温泉エリア内の宿泊施設が複数含
まれている。このためそれぞれの温泉がどの程度の宿泊施設数と収容定員
人数を有しているかを宿泊容量メッシュデータから詳細に把握することが
不可能である。このため、湯田中温泉は山ノ内町観光連盟から、渋温泉は
１  3 4 2 
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渋温泉旅館組合からそれぞれ宿泊施設数、部屋数、収容定員人数を伺い、
前述の数値基準の判断を行った。両組織から頂戴した情報は一覧票にし、
巻末資料に掲載した。  
以上の手順によって得られた個々の温泉街の詳細な結果は巻末に記載した。  
 
4.3 本研究の対象温泉街  
前節で行った温泉街の再選定の結果、山田・宮崎 (2008)らが挙げた 105 ヶ所
の温泉街のうち、現在も数値的基準を満たす温泉街は 56 ヶ所に絞り込まれた。
これの 56 ヶ所の温泉街を本研究の対象温泉街とする (表 4－2)。  
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表  4-2 本研究の対象とする温泉街 (56 ヶ所 )  
都道府県名
北海道 層雲峡 定山渓 湯の川 登別 洞爺湖 阿寒湖 川湯
青森県 浅虫
秋田県 大滝
岩手県 繋 鶯宿 岩手湯本
山形県 銀山 蔵王 東根 湯野浜 温海 赤湯 天童 小野川
宮城県 鳴子 秋保
福島県 磐梯熱海 東山 いわき湯本 芦ノ牧 飯坂 土湯 岳 湯野上
栃木県 鬼怒川
群馬県 四万 伊香保 草津 水上 磯部 猿ヶ京 老神
神奈川県 湯河原
山梨県 下部 石和 湯村
長野県 美ヶ原 鹿教湯 戸倉上山田 上諏訪 下諏訪 浅間 野沢 湯田中 別所 渋
新潟県 越後湯沢 月岡 弥彦
静岡県 湯ヶ島 伊東 伊豆長岡 熱海 土肥 稲取 修禅寺 舘山寺 下田
岐阜県 下呂
富山県 宇奈月
石川県 和倉 山代 山中 片山津 粟津
福井県 芦原
三重県 湯の山
和歌山県 白浜
兵庫県 城崎 湯村 有馬
鳥取県 三朝 羽合 皆生
岡山県 湯原 湯郷
島根県 玉造 温泉津
山口県 湯田 俵山 長門湯本
愛媛県 道後
福岡県 原鶴
佐賀県 嬉野 武雄
長崎県 小浜 雲仙
熊本県 杖立 黒川 山鹿 日奈久 菊池 玉名
大分県 別府 由布院 湯平 筋湯
鹿児島県 市比野 指宿
温泉地名
 
※赤の表記は数値基準に満たなかった温泉街を示す  
 
15 
 
5. 温泉街における夜間の観光体験の提供状況の把握  
 本章では、日本国内の温泉街においてどのような夜間の観光体験がいつ提供
されているのかを把握するため、各温泉街の観光協会などから夜間のイベント
に関する情報を抽出し、その観光体験の内容に応じて類型化を行う。まず、5.1
節で調査目的、5.2 節で調査手法を述べ、結果を示したのち、5.3 節でイベント
をその内容により類型化した過程と結果を示す。そして 5.4 節で温泉街ごとの
夜間のイベントの特徴を分析し 5.5 節で本章のまとめを行う。  
 
5.1 調査目的  
本調査の目的は、各温泉街でどのような夜間のイベントがどの時期に提供さ
れているのかを把握し、そのイベントの内容を類型化することである。  
 
5.2 イベント情報抽出手法および結果  
本節では、温泉街における夜間のイベントに関する情報の取得方法について
述べ、主にイベントの日数に関する結果を示す。  
 
5.2.1 イベント情報抽出手法概要   
 温泉街における夜間のイベント情報を把握するために、各温泉の観光協会な
らびに市町村の観光協会のホームページおよび Facebook・ブログからイベン
ト情報の抽出をすべて手作業で行った。なお、最終データ取得日は 2016 年 12
月 1 日である。  
 
5.2.2 抽出対象条件  
抽出する夜間のイベントは以下の条件を満たすものとした。  
 
1.  2015 年 1 月 1 日から 12 月 31 日に開催されていること  
2.  イベントの開催時間が夜間 (18 時から 23 時 )であること (3.2 節 )  
※  日中開催されているものが夜間も継続しているイベントを含む  
3.  開催場所が温泉街内であること  
※  花火のイベントのみ遠望可能なためこの限りではない。  
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4.  各温泉の観光協会または旅館組合のホームページ・Facebook・ブログ、市
町村の観光協会のホームページのいずれかで (該当する観光協会がない場
合は市町村の観光課のホームページ )情報提供がなされたイベントである
こと  
以下、石川県加賀市山代温泉を例に上記の抽出条件 1～4 を説明する。山代
温泉に関する夜間のイベント情報は山代温泉観光協会のホームページとその
Facebook ページ、そして加賀市観光情報センターKAGA 旅・まちネットから
取得した。今回は山代温泉観光協会のホームページを例に用いる (図 5－1)。ホ
ームページ内の新着情報から 2015 年の記事を全て閲覧し、夜間開催のイベン
トを抽出する。今回は「菖蒲湯まつりが開催されます。」の記事 (条件 4)を用い
る (図 5－2)。図 5－2 より菖蒲湯まつりが 2015 年内開催 (条件 1)のイベントで
あると確認できる。また、開催時間が両日ともに 18 時から 23 時の間 (条件 2)
であることも確認できる。さらに開催場所が総湯周辺であることも確認でき、
これは図 5－4 から温泉街内部 (条件 3)で開催されたイベントであることも確認
できる。  
 
 
図  5-1 山代温泉観光協会  トップページ  
http://www.yamashiro-spa.or.jp/ 
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図  5-2 山代温泉観光協会  菖蒲湯まつりイベントページ  
http://www.yamashiro-spa.or.jp/2705
 
図  5-3 菖蒲湯まつり イベント案内ポスター  
http://www.yamashiro-spa.or.jp/2705 
18 
 
 
図  5-4 山代温泉  総湯  地図  
※赤いピンで表示された総湯周辺を含む山代温泉の地図 (Google map)を
ArcGIS 上にジオリファレンスにて投影した。青い枠で囲まれた部分が温泉街
を示す。  
 
5.2.3 イベント情報取得項目  
前節の抽出条件を満たしたイベントから取得した情報は以下の 5 項目である。 
1.  イベント名  
公開情報より取得。開催されたイベントの名称。  
2.  開催日・開催曜日  
公開情報より取得。イベントが開催された日付および曜日。  
3.  開催場所  
公開情報より取得。イベントが開催された場所。  
4.  主催者  
公開情報より取得。イベントを主催した団体名。  
5.  参加料金  
公開情報より取得・推察。イベントに参加するためにかかる費用の有無。  
※  日程により参加費用の有無が変わる場合はそのイベントに参加料金が
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かかるとした。  
※  縁日などの参加費用はかからないものの物品の購入に際して参加者が
金銭を支払うものについては参加料金無しとした。  
以下、再び石川県加賀市山代温泉で開催された菖蒲湯まつりを例に取得情報
1～5 を説明する。図 5－2 から 2015 年の 6 月 4 日 (木 )と 6 月 5 日 (金 )(情報 2)
に菖蒲湯まつり (情報 1)が開催されることが確認できる。また、開催場所が温
泉通り～古総湯周辺であることが確認できる (情報 3)。神輿が温泉通りから古
総湯周辺を練り歩くことから菖蒲湯まつりへの参加費用 (見物費用 )はかからな
いことが推察される (情報 5)。さらに図 5－3 より菖蒲湯まつりの主催者は山代
温泉菖蒲湯祭実行委員会であることが確認できる (情報 4)。  
 
※  データ取得に用いた全てのホームページを巻末の資料に記載した。  
 
 
5.2.4 イベント情報の抽出結果  
 前節で抽出したイベント情報をもとに、以下の 4 つの結果を表 5－1 に示し
た。  
 温泉街ごとに月別のイベント開催日数  
 年間の開催日数  
 年間の延べ開催日数  
 月別の開催日数を年間の開催日数で除した割合（月別の偏りを表す値）  
  
 
  
温泉名 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 年合計 延べ日数 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
湯の川 0 0 0 0 0 1 0 8 3 0 0 0 12 13 0% 0% 0% 0% 0% 8% 0% 67% 25% 0% 0% 0%
蔵王 17 28 0 0 0 0 14 23 5 0 0 5 92 111 18% 30% 0% 0% 0% 0% 15% 25% 5% 0% 0% 5%
天童 0 0 0 0 5 4 4 2 4 5 0 1 25 25 0% 0% 0% 0% 20% 16% 16% 8% 16% 20% 0% 4%
鳴子 1 0 0 0 0 0 0 3 4 1 0 0 9 9 11% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 44% 11% 0% 0%
磐梯熱海 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 5 5 0% 0% 0% 0% 0% 0% 20% 80% 0% 0% 0% 0%
東山 1 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 6 6 17% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 83% 0% 0% 0% 0%
いわき湯本 0 0 5 30 31 30 0 8 2 1 22 1 130 133 0% 0% 4% 23% 24% 23% 0% 6% 2% 1% 17% 1%
飯坂 0 8 4 0 0 2 0 2 1 3 0 0 20 20 0% 40% 20% 0% 0% 10% 0% 10% 5% 15% 0% 0%
土湯 0 1 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 14 23 0% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 93% 0% 0% 0% 0%
鬼怒川 0 0 0 10 0 0 2 12 6 4 0 0 34 40 0% 0% 0% 29% 0% 0% 6% 35% 18% 12% 0% 0%
四万 1 0 0 0 0 0 3 4 0 2 0 0 10 11 10% 0% 0% 0% 0% 0% 30% 40% 0% 20% 0% 0%
伊香保 0 0 0 0 0 0 1 4 3 5 15 0 28 28 0% 0% 0% 0% 0% 0% 4% 14% 11% 18% 54% 0%
草津 31 28 31 2 6 2 3 12 6 3 11 31 166 187 19% 17% 19% 1% 4% 1% 2% 7% 4% 2% 7% 19%
水上 0 0 0 0 0 0 0 0 2 4 0 0 6 6 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 67% 0% 0%
猿ヶ京 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0%
湯河原 0 0 0 4 4 16 5 22 5 5 11 0 72 110 0% 0% 0% 6% 6% 22% 7% 31% 7% 7% 15% 0%
石和 2 28 11 27 0 0 12 21 0 0 1 0 102 121 2% 27% 11% 26% 0% 0% 12% 21% 0% 0% 1% 0%
上諏訪 31 28 22 0 0 0 7 31 5 0 0 20 144 148 22% 19% 15% 0% 0% 0% 5% 22% 3% 0% 0% 14%
戸倉上山田 0 0 0 0 0 0 2 3 0 0 0 0 5 5 0% 0% 0% 0% 0% 0% 40% 60% 0% 0% 0% 0%
鹿教湯 31 1 0 0 0 0 0 2 0 0 0 7 41 41 76% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 5% 0% 0% 0% 17%
浅間 1 1 0 0 0 2 5 6 0 1 0 0 16 23 6% 6% 0% 0% 0% 13% 31% 38% 0% 6% 0% 0%
野沢 2 0 1 0 1 11 0 4 2 0 0 0 21 21 10% 0% 5% 0% 5% 52% 0% 19% 10% 0% 0% 0%
湯田中 0 0 0 2 0 0 12 26 0 1 0 19 60 60 0% 0% 0% 3% 0% 0% 20% 43% 0% 2% 0% 32%
渋 1 0 0 2 1 0 0 23 0 2 0 0 29 30 3% 0% 0% 7% 3% 0% 0% 79% 0% 7% 0% 0%
別所 0 0 0 0 0 0 0 9 1 0 0 0 10 16 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 90% 10% 0% 0% 0%
越後湯沢 0 0 1 0 0 0 0 3 0 16 1 0 21 21 0% 0% 5% 0% 0% 0% 0% 14% 0% 76% 5% 0%
月岡 0 1 0 0 16 0 0 15 15 17 2 0 66 66 0% 2% 0% 0% 24% 0% 0% 23% 23% 26% 3% 0%
伊東 0 0 11 30 19 0 2 12 9 0 1 1 85 147 0% 0% 13% 35% 22% 0% 2% 14% 11% 0% 1% 1%
伊豆長岡 31 28 1 0 0 0 2 2 0 0 0 30 94 98 33% 30% 1% 0% 0% 0% 2% 2% 0% 0% 0% 32%
熱海 0 0 0 1 1 14 4 11 3 3 0 3 40 40 0% 0% 0% 3% 3% 35% 10% 28% 8% 8% 0% 8%
土肥 0 0 0 0 0 0 1 6 0 2 1 0 10 13 0% 0% 0% 0% 0% 0% 10% 60% 0% 20% 10% 0%
稲取 12 28 31 0 0 2 0 10 1 0 0 0 84 91 14% 33% 37% 0% 0% 2% 0% 12% 1% 0% 0% 0%
修善寺 0 0 0 1 4 11 0 18 0 4 0 0 38 39 0% 0% 0% 3% 11% 29% 0% 47% 0% 11% 0% 0%
下田 0 0 0 0 4 0 2 8 1 0 0 0 15 18 0% 0% 0% 0% 27% 0% 13% 53% 7% 0% 0% 0%
舘山寺 0 0 0 0 3 30 12 27 0 0 11 31 114 129 0% 0% 0% 0% 3% 26% 11% 24% 0% 0% 10% 27%
下呂 4 5 4 16 0 3 2 8 0 0 16 20 78 89 5% 6% 5% 21% 0% 4% 3% 10% 0% 0% 21% 26%
和倉 1 0 0 0 0 3 6 24 0 0 0 0 34 36 3% 0% 0% 0% 0% 9% 18% 71% 0% 0% 0% 0%
山代 0 0 0 0 0 2 7 19 1 0 0 0 29 31 0% 0% 0% 0% 0% 7% 24% 66% 3% 0% 0% 0%
山中 0 0 0 0 1 0 7 24 3 0 0 0 35 35 0% 0% 0% 0% 3% 0% 20% 69% 9% 0% 0% 0%
芦原 0 0 0 2 0 0 3 4 5 14 9 2 39 53 0% 0% 0% 5% 0% 0% 8% 10% 13% 36% 23% 5%
白浜 31 28 5 3 0 0 14 28 2 5 2 31 149 174 21% 19% 3% 2% 0% 0% 9% 19% 1% 3% 1% 21%
城崎 0 1 0 3 0 2 10 24 2 2 0 0 44 66 0% 2% 0% 7% 0% 5% 23% 55% 5% 5% 0% 0%
有馬 2 15 0 15 0 0 24 30 0 0 23 0 109 111 2% 14% 0% 14% 0% 0% 22% 28% 0% 0% 21% 0%
三朝 0 0 8 28 31 30 15 23 12 18 8 0 173 395 0% 0% 5% 16% 18% 17% 9% 13% 7% 10% 5% 0%
皆生 0 0 0 0 0 0 8 23 0 0 0 0 31 31 0% 0% 0% 0% 0% 0% 26% 74% 0% 0% 0% 0%
玉造 0 0 5 13 0 0 17 31 30 0 0 0 96 186 0% 0% 5% 14% 0% 0% 18% 32% 31% 0% 0% 0%
湯田 31 28 2 2 0 0 2 0 0 0 0 31 96 96 32% 29% 2% 2% 0% 0% 2% 0% 0% 0% 0% 32%
道後 0 0 5 0 0 0 0 31 0 0 0 0 36 42 0% 0% 14% 0% 0% 0% 0% 86% 0% 0% 0% 0%
嬉野 1 15 0 0 0 0 2 2 0 0 0 0 20 20 5% 75% 0% 0% 0% 0% 10% 10% 0% 0% 0% 0%
小浜 0 0 0 1 9 21 0 1 0 0 0 0 32 33 0% 0% 0% 3% 28% 66% 0% 3% 0% 0% 0% 0%
雲仙 0 0 1 0 1 0 14 30 0 0 1 0 47 71 0% 0% 2% 0% 2% 0% 30% 64% 0% 0% 2% 0%
杖立 1 0 0 30 8 0 0 0 0 0 0 0 39 39 3% 0% 0% 77% 21% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
黒川 31 28 0 0 0 0 0 1 0 1 0 9 70 148 44% 40% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 1% 0% 13%
別府 0 0 0 1 0 0 4 4 5 0 0 3 17 25 0% 0% 0% 6% 0% 0% 24% 24% 29% 0% 0% 18%
由布院 1 1 2 2 2 2 2 10 1 2 1 1 27 28 4% 4% 7% 7% 7% 7% 7% 37% 4% 7% 4% 4%
指宿 0 1 0 0 0 9 2 0 2 0 0 0 14 14 0% 7% 0% 0% 0% 64% 14% 0% 14% 0% 0% 0%
合計値 265 302 150 225 147 197 233 677 141 121 136 246 2840 3578 7 4 2 2 3 4 0 27 2 5 1 5
平均値 4.7 5.4 2.7 4.0 2.6 3.5 4.2 12.1 2.5 2.2 2.4 4.4 50.7 63.9
中央値 0 0 0 0 0 0 2 8.5 1 0 0 0 34.5 37.5
月別の開催日数/１年の合計開催日数　割合月ごとに開催された夜間イベントの日数(単位：日)
表5－1　イベント情報の抽出結果
温泉街ごとに最も開催日数の割合が多い月を赤枠で表記し
合計値には赤枠の個数を示した。
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表 5－1 より各温泉街での夜間のイベント開催日数は年平均 51 日となった。
最も開催日数の多い三朝温泉で 174 日、最も開催日数の少ない猿ヶ京温泉で 1
日となった。月別の平均開催日数を見ると 8 月が 12.1 日と最も多く、2 月の
5.4 日、1 月の 4.7 日、12 月の 4.4 日と続いた。平均開催日数が最も少なかっ
た月は、降順に 10 月 11 月 9 月となり、月に 2 日程度の開催日数となった。ま
た、表 5-2 より各月の開催日数の標準偏差を見ると、どの月も平気開催日数よ
り標準偏差の方が大きい。これはすなわち、温泉街ごとに各月の夜間のイベン
ト開催日数にバラツキがあることを表している。さらに各月の変動係数を見る
と 3 月と 5 月が 2.5 と最も高いバラツキを示しており、1 年のうち 8 ヶ月間で
変動係数が 2 を超える高いバラツキを示している。これは表 5－1 の夜間のイ
ベントの開催日数の中央値が多くの月で 0 日を示している通り、多くの温泉街
でその月の開催日数が 0 日であるものの毎日何かしらの夜間のイベントを開催
している温泉街が一部にあるためにこのようにバラツキの大きい結果となった。 
表  5-2 各月の開催日数の標準偏差および変動係数  
 1 月  2 月  3 月  4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月  10 月  11 月  12 月  年間  
平均開催
日数  
4.7 5.4 2.7 4.0 2.6 3.5 4.2 12.1 2.5 2.2 2.4 4.4 50.7 
標準偏差  10.3 10.3 6.6 8.6 6.6 7.7 5.4 10.2 4.8 4.2 5.5 9.5 44.1 
変動係数  2.2 1.9 2.5 2.1 2.5 2.2 1.3 0.8 1.9 2.0 2.3 2.2 0.9 
 
月ごとの平均開催日数を見ると、12 月から 2 月と 7 月から 8 月など一部の月
で連続して高くなっている。これは例えば 12 月から 2 月の冬季では、イルミ
ネーションなど複数の月をまたいで開催されるイベントがあり、各月の開催日
数に正の相関があることが考えられる。ここで、各月の相関行列を表 5-3 に示
す。  
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表  5-3 月ごとの相関行列  
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
1月 1.00
2月 0.80 1.00
3月 0.42 0.56 1.00
4月 -0.13 0.01 0.19 1.00
5月 -0.13 -0.16 0.17 0.65 1.00
6月 -0.18 -0.20 0.01 0.30 0.63 1.00
7月 0.03 0.21 0.04 0.25 0.01 0.10 1.00
8月 -0.02 0.09 0.18 0.13 0.03 0.09 0.73 1.00
9月 -0.06 -0.07 0.18 0.27 0.32 0.06 0.30 0.27 1.00
10月 -0.12 -0.14 -0.02 0.09 0.40 0.19 0.01 -0.02 0.33 1.00
11月 -0.04 0.03 0.12 0.41 0.38 0.42 0.27 0.15 0.04 0.17 1.00
12月 0.72 0.58 0.31 -0.08 -0.09 0.07 0.18 0.12 -0.08 -0.09 0.18 1.00
 
※相関係数 r が 0.7 以上の強い正の相関を示すものを赤枠で表記  
表 5-3 より、1 月と 2 月 (r=.796,p<.001)、1 月と 12 月 (r=.721,p<.001)、7 月と
8 月 (r=.731,p<.001)の間に強い正の相関が認められた。5.3 節で後述する通り、
1 月 2 月 12 月はイルミネーションのイベントが件数・日数ともに最も多い。ま
たイルミネーションの平均開催日数が 45 日と長期に及ぶことから 1 月 2 月、
12 月 1 月と継続してイルミネーションイベントを行う温泉地が多いことが背
景にあると考えられる。他方で 7 月 8 月は 5.3 節で後述する通り、祭りや花火
のイベントが件数・日数ともに多い。これらのイベントは平均開催日数が 4 日
程度であり、互いの月にまたがってイベントが開催されることは考えにくい。
他方で前述した変動係数をみると両月ともに最も低い値を示しており、平均開
催日数のばらつきが小さいことを示している。  
また、イベントの開催時期に偏りがあるかを見るため、年間開催日数に対す
る月別開催日数の割合を算出した。その結果、図 5－5 より 27 地域の温泉街で
1 年に占める 8 月の開催割合が最も多いことがわかった。このうち年間開催日
数に占める 8 月の開催日数が 5 割を越えたものが 17 地域あることが明らかと
なった。他方で 7 月の開催割合が最も高くなる温泉街はなかった。
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図  5-5 温泉街ごとの年間開催日数に対する月別開催日数の割合  
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温泉街ごとに最も夜間の開催日数が多かった月 
上記のうち年間に占める月の開催日数が5割を越えたもの 
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5.3 夜間のイベント内容の類型化手法および結果  
本節ではイベント内容の類型手法とその区分について述べる。まず 5.3.1 で
既存のイベント内容の分類区分を整理し、本研究におけるイベント内容の分類
区分を述べた後、5.3.2 で分類結果を示す。  
 
5.3.1 夜間のイベント内容の類型化手法   
観光庁 (2013)の「観光入込客統計に関する共通基準 調査要領」によれば行
祭事・イベントは 12 種類に区分されている（表 5－4）。この調査要領とは、「観
光入込客統計に関する共通基準（平成 21 年 12 月策定、平成 25 年 3 月改定）」
に基づき、都道府県及び市区町村担当者が調査を実施する際の具体的な作業内
容を示したものとある。よって、観光協会および市区町村からイベント情報を
抽出している本研究においても、この調査要領を基本としてイベントを分類す
ることが望ましいと判断した。  
 
表  5-4 観光入込客統計に関する共通基準 (行祭事・イベント分類区分 )  
1．行・祭事  2．花見  3．初詣  
4．花火大会  5．郷土芸能  6．地域風俗  
7．博覧会  8．コンサート  9．スポーツ観戦  
10．映画祭  11．コンベンション・国
際会議  
12．ほかに分類されない行祭事・イ
ベント  
 
しかしながら、この共通基準ではどのような要素が含まれていればどの区分
に分類されるかという基準はない。観光庁に電話にて聞き取りを行った結果、
どのイベントがどの区分に分類されるかの基準はなく、都道府県の統計調査担
当者が判断し、各々のイベントを区分しているとの回答を得た。このため、本
研究においては各々の区分の基準を表 5－5 のように定義し、それにより分類
を行った。  
表  5-5 既存のイベント分類区分の基準  
区分  基準  
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1．行・祭事  ・神輿の運搬や踊りなどをしながら地域内を練り歩く
もの  
・縁日のように、玩具や駄菓子などの販売を中心に露
店が並ぶもの。 (特定の露店が並ぶものを除く )  
2．花見  花を観賞することを主とするもの  
3．初詣  年の初めの社寺参拝を主とするもの  
4．花火大会  花火を観賞することを主とするもの  
5．郷土芸能  特定の地域社会で伝承された芸能を披露するもの  
6．地域風俗  特定の地域のみで習慣に従い行われるもの  
7．博覧会  物品や資料などを展示するもの  
8．コンサート  観客に対して演奏を行うもの  
9．スポーツ観戦  スポーツを観戦するもの  
10．映画祭  映画を上映するもの  
11．コンベンション・国
際会議  
主として専門的な情報交換を行う会議  
12．ほかに分類されない
行祭事・イベント  
上記 11 項目で分類されなかったもの  
 
 
表 5－5 の基準に従って温泉街の夜間のイベントを分類した結果、以下のよ
うに分類された (表 5－6)。なお、郷土芸能・地域風俗に関してはどのイベント
についても特定の地域のみの事象であるかどうかの判別が困難であったため、
区分から除外した。  
表  5-6 既存のイベント区分による分類結果  
分類区分  件数  割合  
1．行・祭事  128 33.5% 
2．花見  9 2.4% 
3．初詣  0 0% 
4．花火大会  46 12% 
5．郷土芸能  －  －  
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6．地域風俗  －  －  
7．博覧会  8 2.1％  
8．コンサート  37 9.7％  
9．スポーツ観戦  0 0％  
10．映画祭  3 0.8％  
11．コンベンション・国際会議  0 0％  
12．ほかに分類されてない行祭事・イベント  151 38.5％  
 
表 5－6 の通り、全体の 38.5％が「ほかに分類されてない行祭事・イベント」
に該当した。これをより詳細に見るため、この区分に属するイベントの内容を
分類した。また、この類型化に伴い既存の区分も一部変更を行った。新たに分
類を行った結果は表 5－7 のとおりである。  
表  5-7 新たな分類区分とその基準  
区分  基準  
ライトアップ  明かりを灯すことで特定の対象物を明るく浮かび上
がらせるもの  
キャンドル点灯  キャンドルを用いて空間を照らすもの  
イルミネーション  明かりを用いた表現作品が配置されてあるもの  
芸能披露  神楽や能などの舞踊芸能を行うもの  
飲食  飲食物の販売、提供を主とするもの  
寄席  落語の披露を行うもの  
ホタル観賞  ホタルの観賞を行うもの  
その他  上記に分類されなかったもの  
 
表 5－7 の通り、新たに分類を行った結果、観光庁の共通基準により得られ
た「花見」の分類基準と新たに得られた「ライトアップ」の分類基準が一部重
複する内容となった。これは、本研究が夜間のイベントを対象としているため、
「花見」の為に木々を「ライトアップ」するイベントが含まれたためである。
分類する際の基準が重複することを避けるため、観光庁の共通基準によって得
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られた「花見」を区分から除外した。「花見」に該当したイベントがすべて「ラ
イトアップ」の基準に合致するものであったため、「花見」に該当したイベント
を全て「ライトアップ」の区分に含めた。そして、本来「花見」に該当してい
たイベントと「ライトアップ」に該当するイベントを区別するため、「ライトア
ップ」の区分をライトアップの対象物をもとに細分化し、基準を設けた (表 5－
8)。  
表  5-8 ライトアップ分類区分とその基準  
ライトアップ分類区分  基準  
樹木のライトアップ  花や樹木を対象物としたライトアップ  
建造物のライトアップ  建造物を対象としたライトアップ  
その他のライトアップ  上記 2 項目以外を対象物としたライトアップ  
 
また、観光庁の共通基準で用いられている行・祭事が前年の観光入込客数
10,000 人以上の大規模行事のみを対象としているため、共通基準の分類区分の
名称を本研究のスケールに合致するように一部改変した。改変したものは表 5
－9 の通りである。  
表  5-9 区分名改変表  
改変前名称  改変後名称  
行・祭事  祭り  
博覧会  展示  
コンサート  演奏  
 
5.3.2 イベント内容の類型化結果  
上記の基準の通り、抽出したイベントを内容により分類した結果、表 5－10
のようになった。割合については小数点第 2 位を四捨五入した。  
表  5-10 夜間のイベントの分類結果  
分類区分  件数  件数
割合  
延べ日数  日数
割合  
平均  
開催日数  
1．樹木のライトアップ  14 3.7% 333 9.3% 23.8 日  
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2．建造物のライトアップ  2 0.5%  32 0.9% 16.0 日  
3．その他のライトアップ  7 1.8% 153 4.3% 21.9 日  
4．キャンドル点灯  9 2.3% 105 2.9% 11.7 日  
5．イルミネーション  23 6.0% 1,037 29.0% 45.1 日  
6．花火大会  48 12.5% 266 7.4% 5.5 日  
7．祭り  128 33.4% 594 16.5% 4.6 日  
8．芸能披露  11 2.9％  30 0.8% 2.7 日  
9．演奏  38 9.9％  199 5.6% 5.2 日  
10．飲食  28 7.3％  312 8.7% 11.1 日  
11．展示  8 2.1% 44 1.2% 5.5 日  
12．映画祭  3 0.8％  18 0.5% 6.0 日  
13．寄席  7 1.8％  80 2.2% 11.4 日  
14．ホタル観賞  5 1.3％  95 2.7% 19.0 日  
15．その他  52 13.6% 280 7.6% 5.4 日  
計  383 件  100% 3,578 日  100% －  
 
抽出したイベントを内容により分類した結果をもとに、以下の 2 つの結果を
表 5－11 に示した。  
 温泉街ごとのイベント内容の分類別開催日数  
 温泉街ごとのイベント内容の分類別開催日数を延べ日数で除した割合  
抽出したイベントを内容により分類した結果をもとに、以下の 2 つの結果を
5－12 に示した。  
 イベントの内容分類ごとの月別開催日数  
 イベントの内容分類ごとの月別開催日数を年間開催日数で除した割合  
抽出したイベントを内容により分類した結果をもとに、以下の 2 つの結果を
表 5－13 に示した。  
 イベントの内容分類ごとの月別イベント件数  
 イベントの内容分類ごとの月別イベント件数を年間開催件数で除した割合  
  
キャンドル キャンドル
温泉名 樹木 建造物 その他 点灯 イルミネーション 花火 祭り 芸能披露 演奏 飲食 展示 映画祭 寄席 ホタル観賞 その他 合計値 樹木 建造物 その他 点灯 イルミネーション 花火 祭り 芸能披露 演奏 飲食 展示 映画祭 寄席 ホタル観賞 その他
湯の川 0 0 0 0 0 1 3 0 0 8 0 0 0 0 1 13 0% 0% 0% 0% 0% 8% 23% 0% 0% 62% 0% 0% 0% 0% 8%
蔵王 51 0 0 0 0 0 2 0 3 0 0 0 0 0 55 111 46% 0% 0% 0% 0% 0% 2% 0% 3% 0% 0% 0% 0% 0% 50%
天童 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 22 25 0% 0% 0% 4% 0% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 88%
鳴子 0 0 0 0 0 0 4 0 4 0 0 0 1 0 0 9 0% 0% 0% 0% 0% 0% 44% 0% 44% 0% 0% 0% 11% 0% 0%
磐梯熱海 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
東山 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 1 6 0% 0% 0% 0% 0% 0% 83% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 17%
いわき湯本 95 0 0 0 0 0 6 0 3 24 3 0 0 0 2 133 71% 0% 0% 0% 0% 0% 5% 0% 2% 18% 2% 0% 0% 0% 2%
飯坂 0 0 0 0 0 0 5 0 1 2 11 0 1 0 0 20 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 0% 5% 10% 55% 0% 5% 0% 0%
土湯 0 0 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 20 23 0% 0% 0% 4% 0% 0% 9% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 87%
鬼怒川 10 0 0 0 10 6 4 0 0 10 0 0 0 0 0 40 25% 0% 0% 0% 25% 15% 10% 0% 0% 25% 0% 0% 0% 0% 0%
四万 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 8 11 0% 0% 0% 0% 0% 0% 27% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 73%
伊香保 20 0 0 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 5 28 71% 0% 0% 0% 0% 0% 11% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 18%
草津 0 0 4 36 127 0 4 0 10 3 0 0 0 0 3 187 0% 0% 2% 19% 68% 0% 2% 0% 5% 2% 0% 0% 0% 0% 2%
水上 0 0 0 0 0 0 2 0 0 4 0 0 0 0 0 6 0% 0% 0% 0% 0% 0% 33% 0% 0% 67% 0% 0% 0% 0% 0%
猿ヶ京 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
湯河原 9 0 0 0 2 4 24 0 1 14 17 0 24 14 1 110 8% 0% 0% 0% 2% 4% 22% 0% 1% 13% 15% 0% 22% 13% 1%
石和 38 0 0 0 0 63 0 0 0 1 0 0 0 0 19 121 31% 0% 0% 0% 0% 52% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0% 0% 16%
上諏訪 0 0 0 1 100 39 1 0 0 0 5 0 0 0 2 148 0% 0% 0% 1% 68% 26% 1% 0% 0% 0% 3% 0% 0% 0% 1%
戸倉上山田 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
鹿教湯 0 0 0 39 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 41 0% 0% 0% 95% 0% 0% 2% 0% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
浅間 0 0 0 0 0 1 10 0 4 0 0 0 0 7 1 23 0% 0% 0% 0% 0% 4% 43% 0% 17% 0% 0% 0% 0% 30% 4%
野沢 0 0 0 0 0 0 8 0 1 10 0 0 0 0 2 21 0% 0% 0% 0% 0% 0% 38% 0% 5% 48% 0% 0% 0% 0% 10%
湯田中 2 0 0 0 19 1 38 0 0 0 0 0 0 0 0 60 3% 0% 0% 0% 32% 2% 63% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
渋 0 0 0 0 0 1 25 0 2 0 0 0 0 0 2 30 0% 0% 0% 0% 0% 3% 83% 0% 7% 0% 0% 0% 0% 0% 7%
別所 0 0 0 0 7 0 4 0 2 2 0 0 0 0 1 16 0% 0% 0% 0% 44% 0% 25% 0% 13% 13% 0% 0% 0% 0% 6%
越後湯沢 0 0 0 0 0 0 4 0 0 17 0 0 0 0 0 21 0% 0% 0% 0% 0% 0% 19% 0% 0% 81% 0% 0% 0% 0% 0%
月岡 0 0 0 0 65 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 66 0% 0% 0% 0% 98% 0% 2% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
伊東 16 16 76 0 0 15 3 2 1 0 0 0 0 0 18 147 11% 11% 52% 0% 0% 10% 2% 1% 1% 0% 0% 0% 0% 0% 12%
伊豆長岡 0 0 0 0 90 4 4 0 0 0 0 0 0 0 0 98 0% 0% 0% 0% 92% 4% 4% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
熱海 0 0 0 0 0 14 4 0 0 4 0 0 0 14 4 40 0% 0% 0% 0% 0% 35% 10% 0% 0% 10% 0% 0% 0% 35% 10%
土肥 0 0 0 0 0 3 9 0 0 1 0 0 0 0 0 13 0% 0% 0% 0% 0% 23% 69% 0% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 0%
稲取 0 0 0 0 71 1 12 0 0 0 7 0 0 0 0 91 0% 0% 0% 0% 78% 1% 13% 0% 0% 0% 8% 0% 0% 0% 0%
修善寺 0 0 0 15 0 1 3 0 3 0 0 0 0 15 2 39 0% 0% 0% 38% 0% 3% 8% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 38% 5%
下田 0 0 5 3 0 1 7 0 0 1 0 0 0 0 1 18 0% 0% 28% 17% 0% 6% 39% 0% 0% 6% 0% 0% 0% 0% 6%
舘山寺 0 0 0 0 41 19 0 0 0 0 0 0 0 45 24 129 0% 0% 0% 0% 32% 15% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 35% 19%
下呂 16 16 0 1 20 20 16 0 0 0 0 0 0 0 0 89 18% 18% 0% 1% 22% 22% 18% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
和倉 0 0 0 0 0 2 32 0 1 1 0 0 0 0 0 36 0% 0% 0% 0% 0% 6% 89% 0% 3% 3% 0% 0% 0% 0% 0%
山代 0 0 0 0 0 0 20 9 0 0 0 0 0 0 2 31 0% 0% 0% 0% 0% 0% 65% 29% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 6%
山中 0 0 0 0 0 0 33 1 1 0 0 0 0 0 0 35 0% 0% 0% 0% 0% 0% 94% 3% 3% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
芦原 0 0 0 0 6 0 6 2 12 5 1 12 2 0 7 53 0% 0% 0% 0% 11% 0% 11% 4% 23% 9% 2% 23% 4% 0% 13%
白浜 8 0 0 8 90 37 6 0 17 0 0 0 0 0 8 174 5% 0% 0% 5% 52% 21% 3% 0% 10% 0% 0% 0% 0% 0% 5%
城崎 0 0 2 0 0 20 38 1 3 0 0 0 0 0 2 66 0% 0% 3% 0% 0% 30% 58% 2% 5% 0% 0% 0% 0% 0% 3%
有馬 50 0 0 0 0 0 40 0 0 20 0 0 1 0 0 111 45% 0% 0% 0% 0% 0% 36% 0% 0% 18% 0% 0% 1% 0% 0%
三朝 0 0 0 0 125 7 40 0 82 90 0 0 51 0 0 395 0% 0% 0% 0% 32% 2% 10% 0% 21% 23% 0% 0% 13% 0% 0%
皆生 0 0 0 0 0 0 31 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0% 0% 0% 0% 0% 0% 100% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
玉造 18 0 0 0 78 0 45 0 45 0 0 0 0 0 0 186 10% 0% 0% 0% 42% 0% 24% 0% 24% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
湯田 0 0 0 0 92 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 96 0% 0% 0% 0% 96% 0% 4% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
道後 0 0 0 0 0 0 38 0 0 0 0 0 0 0 4 42 0% 0% 0% 0% 0% 0% 90% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 10%
嬉野 0 0 0 0 16 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 20 0% 0% 0% 0% 80% 0% 10% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 10%
小浜 0 0 30 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 33 0% 0% 91% 0% 0% 3% 0% 3% 3% 0% 0% 0% 0% 0% 0%
雲仙 0 0 0 0 22 0 6 0 0 0 0 0 0 0 43 71 0% 0% 0% 0% 31% 0% 8% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 61%
杖立 0 0 36 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 39 0% 0% 92% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 8%
黒川 0 0 0 0 56 0 2 0 0 90 0 0 0 0 0 148 0% 0% 0% 0% 38% 0% 1% 0% 0% 61% 0% 0% 0% 0% 0%
別府 0 0 0 0 0 4 10 0 0 5 0 0 0 0 6 25 0% 0% 0% 0% 0% 16% 40% 0% 0% 20% 0% 0% 0% 0% 24%
由布院 0 0 0 0 0 0 7 14 1 0 0 6 0 0 0 28 0% 0% 0% 0% 0% 0% 25% 50% 4% 0% 0% 21% 0% 0% 0%
指宿 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 9 14 0% 0% 0% 0% 0% 0% 36% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 64%
合計値 333 32 153 105 1037 266 594 30 199 312 44 18 80 95 280 3578 4 0 3 2 13 4 17 1 2 6 1 1 1 3 6
平均値 5.9 0.6 2.7 1.9 18.5 4.8 10.6 0.5 3.6 5.6 0.8 0.3 1.4 1.7 5.0 63.9
中央値 0 0 0 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 1 37.5
表5－11　イベント内容の類型化結果①
温泉街ごとに最も開催日数の割合が多いイベント内容を赤枠で表記し
合計値には赤枠の個数を示した。
ライトアップ ライトアップ
イベント内容別の年間延べ開催日数(単位：日) イベント内容別の開催日数/全イベントの合計開催日数 割合
樹木 建造物 その他 キャンドル点灯 イルミネーション 花火 祭り 芸能披露 演奏 飲食 展示 映画祭 寄席 ホタル観賞 その他 合計値 樹木 建造物 その他 キャンドル点灯 イルミネーション 花火 祭り 芸能披露 演奏 飲食 展示 映画祭 寄席 ホタル観賞 その他
1月 17 0 0 34 199 7 2 1 1 34 0 0 1 0 6 302 5.6% 0.0% 0.0% 11.3% 65.9% 2.3% 0.7% 0.3% 0.3% 11.3% 0.0% 0.0% 0.3% 0.0% 2.0%
2月 28 0 0 5 221 32 4 1 1 43 11 0 0 0 0 346 8.1% 0.0% 0.0% 1.4% 63.9% 9.2% 1.2% 0.3% 0.3% 12.4% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
3月 36 11 26 3 83 4 6 1 10 0 7 1 0 0 10 198 18.2% 5.6% 13.1% 1.5% 41.9% 2.0% 3.0% 0.5% 5.1% 0.0% 3.5% 0.5% 0.0% 0.0% 5.1%
4月 133 5 65 2 13 5 6 1 3 31 0 0 5 0 5 274 48.5% 1.8% 23.7% 0.7% 4.7% 1.8% 2.2% 0.4% 1.1% 11.3% 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 1.8%
5月 31 0 25 6 47 2 7 4 13 31 0 0 3 7 20 196 15.8% 0.0% 12.8% 3.1% 24.0% 1.0% 3.6% 2.0% 6.6% 15.8% 0.0% 0.0% 1.5% 3.6% 10.2%
6月 30 0 21 2 30 0 9 2 9 56 14 0 2 71 14 260 11.5% 0.0% 8.1% 0.8% 11.5% 0.0% 3.5% 0.8% 3.5% 21.5% 5.4% 0.0% 0.8% 27.3% 5.4%
7月 0 0 2 4 48 48 105 8 29 3 0 0 17 17 48 329 0.0% 0.0% 0.6% 1.2% 14.6% 14.6% 31.9% 2.4% 8.8% 0.9% 0.0% 0.0% 5.2% 5.2% 14.6%
8月 0 0 5 22 62 149 400 4 82 27 4 5 23 0 142 925 0.0% 0.0% 0.5% 2.4% 6.7% 16.1% 43.2% 0.4% 8.9% 2.9% 0.4% 0.5% 2.5% 0.0% 15.4%
9月 0 0 9 6 53 4 29 4 16 1 3 0 9 0 25 159 0.0% 0.0% 5.7% 3.8% 33.3% 2.5% 18.2% 2.5% 10.1% 0.6% 1.9% 0.0% 5.7% 0.0% 15.7%
10月 5 0 0 6 36 5 17 2 21 26 0 6 15 0 8 147 3.4% 0.0% 0.0% 4.1% 24.5% 3.4% 11.6% 1.4% 14.3% 17.7% 0.0% 4.1% 10.2% 0.0% 5.4%
11月 38 16 0 4 24 0 4 1 12 27 4 6 5 0 2 143 26.6% 11.2% 0.0% 2.8% 16.8% 0.0% 2.8% 0.7% 8.4% 18.9% 2.8% 4.2% 3.5% 0.0% 1.4%
12月 15 0 0 11 221 10 5 1 2 33 1 0 0 0 0 299 5.0% 0.0% 0.0% 3.7% 73.9% 3.3% 1.7% 0.3% 0.7% 11.0% 0.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
合計 333 32 153 105 1037 266 594 30 199 312 44 18 80 95 280 3578
樹木 建造物 その他 キャンドル点灯 イルミネーション 花火 祭り 芸能披露 演奏 飲食 展示 映画祭 寄席 ホタル観賞 その他 合計値 樹木 建造物 その他 キャンドル点灯 イルミネーション 花火 祭り 芸能披露 演奏 飲食 展示 映画祭 寄席 ホタル観賞 その他
1月 1 0 0 2 8 3 2 1 1 3 0 0 1 0 6 28 3.6% 0.0% 0.0% 7.1% 28.6% 10.7% 7.1% 3.6% 3.6% 10.7% 0.0% 0.0% 3.6% 0.0% 21.4%
2月 1 0 0 4 9 2 4 1 1 2 2 0 0 0 0 26 3.8% 0.0% 0.0% 15.4% 34.6% 7.7% 15.4% 3.8% 3.8% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
3月 5 1 3 1 5 1 2 1 3 0 2 1 0 0 5 30 16.7% 3.3% 10.0% 3.3% 16.7% 3.3% 6.7% 3.3% 10.0% 0.0% 6.7% 3.3% 0.0% 0.0% 16.7%
4月 10 1 3 1 1 3 4 1 2 2 0 0 2 1 4 35 28.6% 2.9% 8.6% 2.9% 2.9% 8.6% 11.4% 2.9% 5.7% 5.7% 0.0% 0.0% 5.7% 2.9% 11.4%
5月 1 0 3 1 2 2 4 3 4 1 0 0 1 2 6 30 3.3% 0.0% 10.0% 3.3% 6.7% 6.7% 13.3% 10.0% 13.3% 3.3% 0.0% 0.0% 3.3% 6.7% 20.0%
6月 1 0 1 1 1 0 5 2 2 4 1 0 1 4 3 26 3.8% 0.0% 3.8% 3.8% 3.8% 0.0% 19.2% 7.7% 7.7% 15.4% 3.8% 0.0% 3.8% 15.4% 11.5%
7月 0 1 0 3 2 13 26 3 4 1 0 0 2 2 10 67 0.0% 1.5% 0.0% 4.5% 3.0% 19.4% 38.8% 4.5% 6.0% 1.5% 0.0% 0.0% 3.0% 3.0% 14.9%
8月 0 0 1 4 4 34 66 4 12 7 2 1 1 0 20 156 0.0% 0.0% 0.6% 2.6% 2.6% 21.8% 42.3% 2.6% 7.7% 4.5% 1.3% 0.6% 0.6% 0.0% 12.8%
9月 0 0 1 1 4 4 11 4 8 1 1 0 3 0 12 50 0.0% 0.0% 2.0% 2.0% 8.0% 8.0% 22.0% 8.0% 16.0% 2.0% 2.0% 0.0% 6.0% 0.0% 24.0%
10月 1 0 0 2 5 5 10 2 9 7 0 1 3 0 3 48 2.1% 0.0% 0.0% 4.2% 10.4% 10.4% 20.8% 4.2% 18.8% 14.6% 0.0% 2.1% 6.3% 0.0% 6.3%
11月 3 1 0 1 3 0 3 1 4 5 2 1 1 0 2 27 11.1% 3.7% 0.0% 3.7% 11.1% 0.0% 11.1% 3.7% 14.8% 18.5% 7.4% 3.7% 3.7% 0.0% 7.4%
12月 1 0 0 4 10 7 2 1 2 3 1 0 1 0 0 32 3.1% 0.0% 0.0% 12.5% 31.3% 21.9% 6.3% 3.1% 6.3% 9.4% 3.1% 0.0% 3.1% 0.0% 0.0%
合計 24 4 12 25 54 74 139 24 52 36 11 4 16 9 71 555
表5－12　イベント内容の類型化結果②
表5－13　イベント内容の類型化結果③
月ごとに最も開催件数の割合が大きいイベント内容を赤枠で表記
ライトアップ
ライトアップ
イベントの内容分類ごとの月別開催日数(単位：日)
イベントの内容分類ごとの月別イベント件数(単位：件)
ライトアップ
イベントの内容分類ごとの月別イベント件数/年間開催件数　割合
イベントの内容分類ごとの月別開催日数/年間開催日数　割合
月ごとに最も開催日数の割合が大きいイベント内容を赤枠で表記
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表 5－10より開催件数の最も多いイベント内容は祭りの 128件となり全体件
数の 33.5％を占めた。他方で開催日数の最も多いイベント内容は 1,037 日のイ
ルミネーションとなり全体日数の 29％を占めた。分類別に平均開催日数を見る
とイルミネーションの 45.1 日が最も長く、次いで樹木のライトアップの 238
日、その他のライトアップの 21.9 日となった。他方で開催件数の最も多かった
祭りの平均開催日数は 4.6 日となった。  
 月別に各イベント内容の開催日数の割合を見ると表 5－ 12 の赤枠表記より、
1 月 2 月 3 月 5 月 9 月 10 月 12 月でイルミネーションが多く、4 月 11 月が樹
木のライトアップ、7 月 8 月が祭り、6 月がホタルの鑑賞となった。これを開
催件数でみると表 5－13 の赤枠表記より、1 月 2 月 3 月 12 月でイルミネーシ
ョンの割合が最も高く、3 月 4 月が樹木のライトアップ、6 月 7 月 8 月 10 月が
祭り、11 月が飲食となった。5 月と 9 月に関してはその他の割合が最も高くな
った。これらより、冬季のイルミネーション、春の桜や秋の紅葉のライトアッ
プ、夏の祭り、6 月のホタルと季節性を反映したイベントが提供されているこ
とが示唆された。  
 また、5.2 項で抽出したイベントへの参加料金の有無をイベント内容別にみ
ると表 5－14 のようになった。表 5－14 より、演者を必要とする演奏・寄席な
どのイベントや一般的に金銭的対価の必要となる飲食のイベント、一般的に施
設への入館料を求められる展示のイベントなどは参加費のかかる割合が高いこ
とが明らかとなった。他方で芸能披露のイベントに関しては演者が必要となる
ものの、演奏や寄席と比べて参加費のかかるイベントの割合が低いことが明ら
かとなった。  
表  5-14 参加費のかかる夜間のイベント  
分類区分  件数  参加費のかかる
イベント件数  
割合  
1．樹木のライトアップ  14 1 7.1% 
2．建造物のライトアップ  2 0 0.0% 
3．その他のライトアップ  7 0 0.0% 
4．キャンドル点灯  9 0 0.0% 
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5．イルミネーション  23 1 4.3% 
6．花火大会  48 0 0.0% 
7．祭り  128 0 0.0% 
8．芸能披露  11 2 18.2% 
9．演奏  38 12 31.6% 
10．飲食  28 9 32.1% 
11．展示  8 3 37.5% 
12．映画祭  3 1 33.3% 
13．寄席  7 7 100% 
14．ホタル観賞  5 1 20% 
15．その他  52 9 17.3% 
計  383 件  46 件  12.0% 
 
5.4  温泉街における夜間のイベント開催の促進に向けた分析  
 本節では、今後夜間のイベントを実施していきたい温泉街や、現在実施して
いるが今後イベント内容を増やしたい温泉街に向けた分析を行う。まず、5.4.1
項で温泉街の規模を変数にクラスター分析を行い、得られたクラスターごとに
夜間のイベントの開催時期やイベント内容の特徴を明らかにし考察する。次に、
5.4.2 項で月別の夜間のイベント開催日数を変数にクラスター分析を行い、得
られたクラスターごとにイベント内容の特徴を明らかにし考察する。  
 
5.4.1 今後、夜間のイベントを実施していきたい温泉街に向けた分析  
 本項では、今後夜間の観光体験を実施していきたい温泉街に向け、温泉街の
規模を基準に類似する温泉街がいつ夜間のイベントを実施しているかや、どの
ような内容のイベントを実施しているかを明らかにする。これにより温泉街の
規模に応じて、どの時期にイベントを開催するかや、どういった内容のイベン
トを開催するかの示唆を得る。まず、宿泊容量メッシュデータより得られた各
温泉街の広さ・総施設数・総収容人数・1 施設あたりの平均収容人数を変数に、
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温泉街名をケースラベルに用いクラスター分析（word 方、平方ユークリッド
距離）を行った（図 5－6）。  
 
※  本分析で変数として用いた温泉街の広さとは、4.2 項の対象地選定の中で決
定された「温泉街を構成するメッシュ」と同義である。単位はメッシュ（3
次メッシュ=約 1km 四方）であり、例えば 5 メッシュであれば約 5 ㎢の面
積を有する温泉街を意味する。  
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図  5-6 クラスター分析  テンドログラム  
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図 5－6 より各クラスターの母数がおおよそ均等になるように、クラスター
を 3 つに分けた。クラスター分析に用いた変数の平均値より各クラスターの説
明を行う。用いたクラスターの平均値は表 5－15 のとおりである。  
表  5-15 クラスター分析に用いた変数の平均値  
 サンプル
数  
温泉街の
広さ  
総施設数  収容人数  平均  
収容人数  
クラスター１  16 8.25 52.06 6685.63 127.65 
クラスター２  18 3.39 23.33 2501.61 106.33 
クラスター３  22 4.59 22.41 5013.5 223.36 
表 5－15 より、クラスター１は中規模施設が広域に多数点在していることか
ら「中規模施設広域密集型」（例：草津温泉）と名付け、クラスター2 は小規模
施設が狭い範囲で少数点在していることから「小規模施設狭域点在型」（例：黒
川温泉）、クラスター3 は大規模施設が中規模範囲に点在していることから「大
規模施設点在型」（例：和倉温泉）と名付けた。  
次にクラスター分析によって得られた各グループに対して、月別と年間の夜
間のイベントの開催日数とイベントの内容別の開催日数を変数に用い、その平
均の差によって各グループの特徴を見るために平均の差の検定を行った。この
際、クラスターが 3 つに分かれたことから 2 標本の t 検定を繰り返すと有意水
準があまくなるため多重比較を行った。なお、今回多重比較の手法には Turkey
法を採用した。この結果、すべての変数において有意差は見られなかった。統
計的検定によって有意差が見られなかったためそれぞれの変数の平均値の大小
により各グループの夜間のイベントに関する特徴の説明を試みた。それぞれの
変数の平均値を表 5－16 および表 5－17 に示した。また各クラスターのイベン
ト件数を表 5－18 に各イベントの平均開催日数を表 5－19 に示した。  
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表  5-16 クラスター分析  年間・月別平均値一覧  
年間
日数
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
中規模施設
広域密集型 64.5 7.2 9.4 4.1 4.7 2.3 3.1 5.4 13.3 2.8 1.8 2.6 7.8
小規模施設
狭域点在型
41.7 7.2 5.7 1.8 3.5 2.7 2.9 2.5 8.4 1.2 1.5 0.5 3.7
大規模施設
点在型 48.1 0.9 2.3 2.4 4.0 2.8 4.3 4.6 14.2 3.4 3.0 3.9 2.5
 
表  5-17 温泉街特徴別クラスター分析 イベント内容別平均値一覧  
樹
木
の
ラ
イ
ト
アッ
プ
建
造
物
の
ラ
イ
ト
アッ
プ
そ
の
他
の
ラ
イ
ト
アッ
プ
キ�
ン
ド
ル
点
灯
イ
ル
ミ
ネー
シ�
ン
花
火
祭
り
芸
能
披
露
演
奏
飲
食
展
示
映
画
祭
寄
席
ホ
タ
ル
観
賞
そ
の
他
中規模施設
広域密集型 9.0 1.0 5.4 2.9 20.5 10.2 10.2 1.1 2.4 2.5 1.8 0.4 1.6 1.8 7.8
小規模施設
狭域点在型 0.0 0.0 3.7 2.3 22.0 2.9 7.9 0.1 5.3 10.2 0.3 0.0 2.9 0.4 2.2
大規模施設
点在型 8.6 0.7 0.0 0.8 14.2 2.3 13.1 0.5 3.0 4.0 0.5 0.5 0.1 2.7 5.3
 
表  5-18 温泉街特徴別クラスター分析 イベント件数一覧  
樹
木
の
ラ
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ト
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プ
建
造
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の
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プ
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の
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の
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イ
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プ
キ�
ン
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灯
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ル
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ネー
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ン
花
火
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り
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能
披
露
演
奏
飲
食
展
示
映
画
祭
寄
席
ホ
タ
ル
観
賞
そ
の
他
中規模施設
広域密集型
0 0 2 3 7 10 31 1 13 5 1 0 3 1 12
小規模施設
狭域点在型
7 1 0 3 11 12 50 6 12 13 4 1 2 2 18
大規模施設
点在型
7 1 5 3 5 26 47 4 13 10 3 2 2 2 22
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表  5-19 温泉街特徴別クラスター分析 イベント平均開催日数一覧  
樹
木
の
ラ
イ
ト
アッ
プ
建
造
物
の
ラ
イ
ト
アッ
プ
そ
の
他
の
ラ
イ
ト
アッ
プ
キ�
ン
ド
ル
点
灯
イ
ル
ミ
ネー
シ�
ン
花
火
祭
り
芸
能
披
露
演
奏
飲
食
展
示
映
画
祭
寄
席
ホ
タ
ル
観
賞
そ
の
他
中規模施設
広域密集型
0 0 33 14 57 5.3 4.6 1 7.4 37 5 0 17 7 3.3
小規模施設
狭域点在型
27 16 0 5.7 28 4.2 5.8 2 5.4 6.8 2.8 12 1.5 30 6.5
大規模施設
点在型
21 16 17 16 66 6.3 3.5 4.3 2.9 4 9.3 3 13 14 5.6
 
表 5－16、5－17 より、各クラスターの特徴を見ると、中規模施設広域密集
型は年間の夜間のイベント日数が最も多く、開催日数の多い時期としては 1 月
2 月 12 月と冬季に多いことがわかる。また、比較的 8 月も開催日数が多い。さ
らに、イベント内容を見ると、他のグループに比べ遠望可能なイベントである
花火が多く実施されている。これは宿泊施設が広域に分布していることが一つ
の要因として考えられる。また、イルミネーションや樹木のライトアップの開
催日数も多い。樹木のライトアップやイルミネーションも並木沿いや通り沿い
など広域開催が可能なイベントであり、宿泊施設が広域に分布している温泉街
が取り入れやすいイベントである。小規模施設狭域点在型は年間の夜間のイベ
ント日数が最も少ない。時期としては 1 月の開催日数が多く、8 月が全体平均
よりも少ないことがわかる。イベント内容に関しては飲食の日数が多い。温泉
街が狭域であることから飲食店などを巡るまち呑みイベントが行いやすいこと
が要因にあると考えられる。またイルミネーションの開催日数も多い。大規模
施設点在型は年間のイベント日数は平均値に近いものの、時期としては 1 月 2
月 12 月と冬季の開催日数が少なく、8 月の開催日数が多い。また 10 月 11 月
の開催日数も他のグループに比べ多い。イベント内容としては祭りや樹木のラ
イトアップが多い。  
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5.4.2 夜間のイベントをより活発に行いたい温泉街に向けた分析  
 本項では、現在も夜間のイベントを実施しているもののより一層実施したい
温泉街に向け、開催時期の特徴により温泉街をグループ化し、各グループのイ
ベント内容の特徴を明らかにする。これにより、特定の時期にどういったイベ
ントを提供するかの示唆を得る。まず 4－2 項で得られた月ごとの夜間のイベ
ント開催日数を変数に、温泉街名をケースラベルに用い、クラスター分析（word
方、平方ユークリッド距離）を行った（図 5－7）。  
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図  5-7 月別開催日数 クラスター  デンドログラム  
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 図 5－6 より、クラスターを 3 つに分けた。クラスター分析に用いた変数の
平均値より各クラスターの説明を行う。用いたクラスターの平均値は表 5－20
のとおりである。  
表  5-20 クラスター分析に用いた変数の平均値  
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
秋季こじんまり型
(n=29) 0.3 1.0 0.3 0.8 1.6 3.2 1.5 6.3 2.2 3.0 1.4 0.3
夏休み盛大・
春季盛ん型(n=19)
1.7 5.1 2.8 9.1 3.7 4.7 9.3 22.5 3.5 0.3 5.0 5.1
冬季盛大型
(n=8) 28.6 24.6 11.5 0.9 0.8 0.5 3.5 10.8 1.8 1.1 1.6 19.9  
表 5－20 より、クラスター1 は各月ともに開催日数が低く、10 月の開催日数
が最も多く、9 月も比較的多いことから「秋季こじんまり型」（例：修禅寺温泉）
と名付けた。クラスター2 は 4 月から 9 月、11 月の開催日数が最も多く、8 月
は 23 日間の開催となるため「夏休み盛大・春季盛ん型」（例：有馬温泉）と名
付けた。クラスター3 は 1 月から 3 月、12 月の開催日数が最も多く、4 か月と
もに開催日数も多いことから「冬季盛大型」（例：草津温泉）と名付けた。次に
クラスター分析によって得られた各グループに対して、イベントの内容別の開
催日数を変数に用い、その平均の差によって各グループの特徴を見るために平
均の差の検定を行った。この際、クラスターが 3 つに分かれたことから 2 標本
の t 検定を繰り返すと有意水準があまくなるため多重比較を行った。なお、今
回多重比較の手法には Turkey 法を採用した。その結果、樹木のライトアップ、
キャンドル点灯、イルミネーション、祭りの各イベント内容に関して有意差が
見られた。以下、検定の結果を表で示す。  
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表  5-21 樹木のライトアップ  多重比較表  
A B 
平均差  
(A-B) 有意確率  
秋季こじんまり型  夏休み盛大・春季盛ん型  -13.7078 * .011 
冬季盛大型  .3448 .998 
夏休み盛大・春季盛ん型  秋季こじんまり型  13.7078 * .011 
冬季盛大型  14.0526 .089 
冬季盛大型  秋季こじんまり型  -.3448 .998 
夏休み盛大・春季盛ん型  -14.0526 .089 
 
表  5-22 キャンドル点灯  多重比較表  
A B 
平均差  
(A-B) 有意確率  
秋季こじんまり型  夏休み盛大・春季盛ん型  .637 .941 
冬季盛大型  -99.810 * .001 
夏休み盛大・春季盛ん型  秋季こじんまり型  -.637 .941 
冬季盛大型  -10.447 * .001 
冬季盛大型  秋季こじんまり型  9.810 * .001 
夏休み盛大・春季盛ん型  10.447 * .001 
 
表  5-23 イルミネーション 多重比較表  
A B 
平均差  
(A-B) 有意確率  
秋季こじんまり型  夏休み盛大・春季盛ん型  -12.397 .231 
冬季盛大型  -74.595 * .000 
夏休み盛大・春季盛ん型  秋季こじんまり型  12.397 .231 
冬季盛大型  -62.197 * .000 
冬季盛大型  秋季こじんまり型  74.595 * .000 
夏休み盛大・春季盛ん型  10.676 * .000 
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表  5-24 祭り  多重比較表  
A B 
平均差  
(A-B) 有意確率  
秋季こじんまり型  夏休み盛大・春季盛ん型  -16.668 * .000 
冬季盛大型  .819 .979 
夏休み盛大・春季盛ん型  秋季こじんまり型  16.668 * .000 
冬季盛大型  17.487 * .001 
冬季盛大型  秋季こじんまり型  -.819 .979 
夏休み盛大・春季盛ん型  -17.487 * .001 
 
表 5－21 より、秋季こじんまり型と夏休み盛大・春季盛ん型の樹木のライト
アップ日数の平均開催日数に統計的差が認められた。表 5－25 より樹木のライ
トアップの平均開催日数は夏休み盛大・春季盛ん型の方が高い。また、表 5－
22 より、冬季盛大型は秋季こじんまり型と夏休み盛大・春季盛ん型とキャンド
ル点灯の平均開催日数の平均値に統計的差が認められた。表 5－25 よりキャン
ドル点灯の平均開催日数は冬季盛ん型が最も高い。さらに、表 5－23 より冬季
盛大型は秋季こじんまり型と夏休み盛大・春季盛ん型とのイルミネーションの
平均開催日数に統計的差が認められた。表 5－25 より平均開催日数は冬季盛ん
型の方が高い。最後に表 5－24 り、夏休み盛大・春季盛ん型は秋季こじんまり
型と冬季盛大型との祭りの平均開催日数に統計的差が認められた。表 5－25 よ
り祭りの平均開催日数は夏休み盛大・春季盛ん型が最も多かった。  
表  5-25 月別クラスター分析  イベント内容別平均値表  
樹
木
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秋季
こじんまり型 1.3 0.0 1.2 0.7 3.7 1.3 5.1 0.6 1.0 2.9 1.0 0.6 1.0 1.7 3.2
夏休み盛大・
春季盛ん型 19.1 2.1 5.6 0.1 12.0 9.3 21.1 0.9 3.8 3.1 0.2 0.0 0.1 3.0 10.8
冬季盛大型 1.0 0.0 0.5 10.5 78.3 10.1 4.3 0.0 3.5 11.6 1.5 0.0 0.0 0.0 1.6  
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上記の統計的検定結果と統計的有意差が出なかった各変数の平均値の大小関
係を用いて各クラスターの特徴をみると、秋季こじんまり型はイベント内容に
目立った特徴は見られずどの内容の開催日数も低かった。また、夏休み盛大・
春季盛ん型は樹木のライトアップや花火、祭り、ホタルの開催日数など春夏に
開催されることの多いイベントの開催日数が多い。また、祭りの平均開催日数
が多いことから、地域伝統の祭りなどではなく観光客向けに作られたロングラ
ンの祭りが行われていると考えられる。さらに、冬季盛大型はキャンドル点灯
やイルミネーション、花火、飲食の開催日数が多い。  
 
5.5 まとめ  
 温泉街における夜間のイベントは一般的に旅行客の多い夏場を中心に開催さ
れ、平均すると年間 51 日程度イベントが開催されている。しかしながら、月
別のイベント開催日数の中央値を見ると 8 月 9 月 10 月を除き 0 日であり、全
体的に一年を通してイベントが提供されているとは言えない。  
 月別に最も開催日数の多いイベント内容を見てみると、冬季のイルミネーシ
ョンや夏の祭り 6 月のホタル観賞など季節性を反映したイベント内容が実施さ
れている一方で、1 月 2 月 12 月は開催日数ベースでその月の 60％をイルミネ
ーションが占めるなど、冬季のイベント内容に多様性がないことがうかがえる。 
 これから夜間のイベントに取り組まれる温泉地は、現在取り組んでいる温泉
地は自身の温泉地のスケールに合わせ広域であればより多くの人に楽しんでい
ただけるように遠望できる花火や比較的広域で開催できるライトアップなどの
イベントを開催していることが考えられるため、温泉地の広さを考慮すること
が良いと考えられる。  
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6. 夜間の観光体験提供者へのインタビュー  
本章では実際に夜間の観光体験を旅行者に提供している組織へのインタビュ
ー調査を通して、夜間の観光体験を提供する目的や夜間の観光体験を提供する
うえでの課題について考察を行う。まず 6.1 節で調査目的を述べ、6.2 節で調
査方法について述べる。そして 6.3 節で調査対象者を、6.4 節で本調査の結果
を示し、6.5 節で考察を行う。  
 
6.1 調査目的  
 第 5 章では温泉街での夜間の観光体験の提供についての特徴と課題を公開情
報を用いて考察した。しかしながら、温泉街での夜間の観光を考える上ではど
ういった夜間の観光体験が提供されているかに加え、なぜ温泉街側が夜間の観
光体験を提供しているかなど、夜間の観光に関する温泉街側の考えを把握する
必要がある。そのため、本調査では夜間の観光体験を提供している団体を対象
にインタビュー調査を行い、夜間の観光体験を提供する目的やきっかけ、課題
など夜間の観光体験を提供していく上での基礎的な情報を明らかにすることを
目的とする。  
 
6.2 調査手法  
 本調査は後述する対象者へのインタビューを行った。調査をインタビューに
より実施した理由は、①筆者と対象者との間で対象温泉街の地理的状況や現在
の街の状況などを共通の認識として持ちながらインタビューを行うために現地
で対象者と直接対話を行う必要があったため、②夜間の観光体験に関する課題
について、回答者または回答者の属す組織の持つ考えを引き出すことが可能と
考えられたためである。なお、後者を可能とし、各対象者に同様の質問をする
ために半構造化インタビューを行った。半構造化インタビューとは、あらかじ
め質問項目をおおよそ決めながらも、話題の展開にあわせて質問を付け加えた
りすることにより、相手の考えをより引き出す手法である。なお、調査時間は
各回とも 1 時間程度である。対象者に対して行った共通の質問項目を表 6－1
に示した。  
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表  6-1 共通質問項目  
項目 質問のポイント
Ⅰきっかけ 夜間の観光体験を実施するきっかけはいつか、
またはきっかけとなる出来事は何であったか
Ⅱ目的 夜間の観光体験を実施する目的
Ⅲ課題点 夜間の観光体験を提供するうえで起こった課題
または起こっている課題
Ⅳ新たな計画 今後、夜間の観光体験の提供という点で
何か考えていることはあるか
Ⅴ参考事例 夜間の観光体験を提供していく中で
参考にした温泉地などはあったか
Ⅵバブル期からの
街の変化
土産屋や射的屋、飲み屋など夜間の観光体験を
支える商店や街の様子は集団旅行の時代から
どのように変化したか  
 
6.3 調査対象について  
 本節ではヒアリング調査の対象について述べる。まず 6.3.1 項で調査対象の
選定について述べ 6.3.2項で調査対象者、6.3.3項で調査対象地の概要を述べる。 
 
6.3.1 調査対象の選定  
 本調査の調査目的を果たすためには、夜間の観光体験を積極的に提供してい
ると考えられる温泉街を調査対象とすることがふさわしい。そこで年間を通し
て夜間に開催されるイベントの提供日数の多い温泉街ほど夜間の観光体験の提
供を積極的行っている温泉街であると考え、5－2 節の結果を用いて調査対象地
を選定した。これより、草津温泉（166 日、2 位）・三朝温泉（ 173 人、1 位）・
白浜温泉（149 日、3 位）を本調査の対象地とした。  
 また、国土交通省 (2005)の「従来型観光地での地域の魅力の再発見または創
出と、それを活かした集客力回復とまちの再構築に関する調査」では、夜間に
開催されるイベントに限らず、訪問したら必ず行ってみたくなるような施設や
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湯巡り、魅力ある商店などの恒常的に温泉街にある観光資源も宿泊客が街に出
る大きな動機付けとなると述べている。これにより本調査では夜間のイベント
の提供日数の多さだけでは把握しきれない、恒常的にある観光資源と夜間に開
催されるイベントとを組み合わせて宿泊客に夜間の観光体験を提供している温
泉街も対象に調査を行うこととし、城崎温泉を選定した。城崎温泉を対象に選
定した理由は下記のとおりである。  
北島 (2010)は、城崎温泉で 21 名のモニターに対し城崎温泉到着から 21 時ま
での間、行動記録調査を行っている。北島 (2010)によれば被験者 21 名は観光
行動の違いに応じて 4 グループに分類され、うち 3 グループ (16 名 )が外出中に
湯巡りを実施し、1 グループ (5 名 )が湯巡りを活発に行わないという結果が示さ
れている。この結果から城崎温泉では 76％の宿泊客が恒常的な観光資源である
湯巡りを夜間に外出した際の観光行動として行っていることが示されている。
多くの宿泊客が湯巡りを行う背景には城崎温泉の歴史がある。昭和初期に起き
た城崎温泉内湯訴訟紛争でも知られる通り、城崎温泉には古くは旅館の中にお
風呂はなく、宿泊客は温泉街の各所にある外湯を利用していた。この訴訟は昭
和 25 年に円満に和解が成立し、これ以降城崎温泉の各旅館で内湯が作られる
ようになった（豊岡市役所城崎温泉課）。しかしながら、城崎温泉供給条例によ
り、旅館は温泉の供給を受ける場合において浴槽容量基準を超えて浴槽を設置
してはならないとされており、旅館が館内に設置する浴槽の大きさに規定が設
けられている。内湯に対しては色々と厳しい規制を布いた背景には「共存共栄」
の実をあげようとした目的がある（豊岡市役所城崎温泉課）。このため城崎温泉
の旅館で内湯を置くことが一般化した現在でも上記にある通り多くの宿泊客が
外湯に出向いている。これらのことから、城崎温泉では恒常的な観光資源であ
る湯巡りが定着しており、宿泊客に受け入れられると判断した。また、5.2.4
項より城崎温泉の年間の夜間のイベント開催日数は 44 日と平均値より低いも
のの中央値より高く標準的に夜間のイベントを開催している温泉街であると考
える。以上より、城崎温泉は恒常的にある観光資源と夜間に開催されるイベン
トとを組み合わせて宿泊客に夜間の観光体験を提供している温泉街だと考え、
対象地とした。  
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6.3.2 調査対象地概要  
 調査対象地の主な概要をまとめたものが表 6－2 である。  
表  6-2 ヒアリング調査地概要  
 草津温泉  三朝温泉  白浜温泉  城崎温泉  
所在地  群馬県吾妻郡  
草津町  
鳥取県  
三朝町  
和歌山県  
白浜町  
兵庫県  
豊岡市  
平成 26 年入込客数  280 万人  93 万人  315 万人  88 万人  
2015 年夜間の  
観光体験提供日数  
166 日  173 日   149 日  44 日  
総収容定員人数  8664 人  2614 人  8360 5831 人  
主な集客圏  関東  近畿・中国  近畿  不明  
調査日程  H28.10.24 H28.9.5 H28.10.20 H28.9.6 
※  和歌山県観光客動態調査 (2015)、群馬県観光客数・消費額調査 (2015)、鳥
取県観光客入込動態調査 (2015)、兵庫県観光客動態調査 (2015)、国土交通
省宿泊容量メッシュデータをもとに筆者作成  
※  三朝温泉の入込客数に関しては和歌山県の観光客動態調査報告書において
関金温泉・東郷温泉・はわい温泉と合算された入込客数であったため、同
調査において 4 つの温泉地個々に算出されていた入湯客数をもとに推計。  
 
6.3.3 調査対象地および調査対象者  
（ア）草津温泉  草津温泉観光協会 課長 大川揚一氏  
        草津温泉旅館協同組合  事務局  工藤強一氏  
（イ）三朝温泉  三朝温泉観光協会 事務局長 御舩豊氏  
（ウ）白浜温泉  白浜観光協会 事務局長 尾崎成史氏  
（エ）城崎温泉  城崎温泉観光協会 副会長  芹澤正志氏  
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6.4 調査結果  
 インタビュー内容の主な結果をまとめたものが表 6－3 である。  
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表  6-3 インタビュー調査結果   
草津温泉 三朝温泉 白浜温泉 城崎温泉
Ⅰ
き
っ
か
け
①スキー客の減少
②団体旅行から個人旅行・
目的型旅行への変化
③草津町からの資金援助
①開湯850周年の記念
②団体旅行の終焉による館
内消費型だった宿泊施設の
経営方針の変化
平成11～13年のあたりから
宿泊客数200万人を割り込む
ようになり生まれた危機感
阪神淡路大震災
Ⅱ
目
的
①スキー人口減少の中で、
スキー客以外の誘客のため
②草津に来て宿泊していただ
くため
③宿泊していただいたお客様
に楽しみを提供するため・
満足度を上げるため
宿泊していただいたお客様に
楽しみを提供するため
①宿泊数の増加・高速道路
延伸による日帰り客増加に
対しての宿泊促進
②宿泊していただいたお客様
に対してのおもてなし
①震災からの復興
②OFF季の誘客としてイベン
トを実施
Ⅲ
課
題
点
色々な組織からお手伝いを
お願いする、人手のかかる
イベントの開催日数調整
①昼の仕事もしつつ夜のイベ
ントの準備というところで
の疲労感
②冬のイベントの難しさ
③温泉街に人々を出すとい
う時代になった時に館内消
費型時代の影響による街中
の空き店舗の増加
①イベントが終わった後、
宿泊客を街中の店舗・商店
街へと誘う導線の確保
②街中商店の不足
自宅兼店舗という形のお店
が多いので、お店をやめら
れたら別の店舗がそこに入
ることが難しい点
Ⅳ
新
た
な
計
画
草津町による湯畑周辺の街
灯の常設整備
①基本的には既存事業のブ
ラッシュアップ
②既存のイベントの期間延
長
②ホタルの観光資源化
①基本的には既存事業のブ
ラッシュアップ
②秋冬のイベントのマイ
ナーチェンジ
飲食店の供給不足への対応
Ⅴ
参
考
事
例
特になし
イベント自体を丸々参考に
ということはない。
特別何かを参考にしてという
ことはなし。視察に行く際
は有馬温泉・竹田温泉・別
府温泉
特にないが、有馬温泉の取
り組みに良さを感じる。
Ⅵ
バ
ブ
ル
期
か
ら
の
街
の
変
化
①商店の閉鎖による街の歯
抜けは特になし
②夜間のイベントを実施する
ようになってから商店の夜
間営業が始まった。
③共同浴場の再整備
①バブル崩壊以降の街中の店
舗の縮小
②近年の日中の滞在人口の
増加による飲食店の増加
①宿泊施設の減少
②お土産屋さん・飲食店の
減少
①町全体で100軒近く空き店
舗ができてしまった
②外資参入により、湯の街
通りでは空き店舗が減少
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Ⅰ . 夜間の観光体験を実施するに至ったきっかけ  
 三朝温泉を除く 3 つの温泉地では夜間の観光体験を提供するに至ったきっか
けとなったのは、来訪者の減少であった。こうした状況の中で、白浜温泉と草
津温泉に関しては自治体からの資金援助などを活用しながらイベントを開催し、
翌年以降は地元の力で継続をしていくことでだんだんと夜間の過ごし方のメニ
ューを増やしていった。以下、実施のきっかけに関して個々に得られたインタ
ビュー結果の一部を示す。  
 
 草津温泉  
草津温泉で夜間のイベントが始まったのが 2000 年頃であった。その当時は
バブル期の影響で資金回りがよく、全国各地でライトアップやイルミネーショ
ンなどが盛んにおこなわれていたこともあり、草津町から資金援助をうけ、日
数を絞って湯畑周辺を特別ライトアップしようというきっかけとなった。2008
年ごろになると、スキー人口の減少により一時は冬のシーズンが繁忙期であっ
た草津温泉でも閑散期に近いような状況になったことがあった。こうした冬季
の誘客を促進するイベントが必要とされた背景がある一方で、草津に来た人が
必ず訪れる場所となっている湯畑周辺では夜歩くとなると少し暗いという課題
も存在していた。こうしたきっかけのもと冬季のイルミネーションを実施した。 
 
 三朝温泉  
 日本の多くの温泉地でも見られるように三朝温泉でもバブル崩壊以降、団体
旅行客の減少があった。このような時代の流れの中で、館内消費型の経営策を
とっていた宿泊施設では、お客様に対してどうぞ館外にお出かけくださいとい
う形に変化をしてきた。こうした状況の中で本来温泉地が大切にしなくてはな
らないお客様が夕食を済ませた後にぶらぶらできることをより一層作り出して
いこうという機運が高まってきた。さらに三朝温泉開湯 850 周年記念 (2013 年 )
の際に、お祭りなどのイベントを 3 年かけて実施していくことで三朝温泉を盛
り上げていこうという目標ができた。こうしたきっかけにより、2015 年頃から
夜のイベントに厚みが出てくるようになった。  
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 白浜温泉  
 ビーチリゾートとしての側面と温泉地としての側面の両方を持つ白浜温泉で
は、他の温泉地と比べると温泉地らしさというものが薄いという認識を町全体
で持っていた。こうした状況の中で歴史ある温泉の魅力をみんなで掘り起こし
PR して温泉情緒を作り出していこうという機運が白浜町にはあった。他方で
高速道路の延伸など多様な影響によって平成 11～13 年頃にかけて宿泊客が
200 万人を割り込むようになり、滞在時間の増加・宿泊客の増加につながるよ
うな夜のイベントを実施していく必要性があった。2002 年頃には和歌山県が各
地でイベントを実施するにあたり、白浜町でも夜にキャンドルのイベントを実
施してきた。最初の 1 年のみ県の予算で実施をし、以降は地元の力で継続をし
ている。  
 
 城崎温泉  
 1995 年に阪神淡路大震災があり、兵庫県にある城崎温泉でも宿泊客の減少な
ど影響は大きかった。こうした中で旅館の若い人が中心となって、海水浴と夏
の夜の「夏物語」というイベントでお客さんを呼び戻そうとしたことがきっか
けとしてあった。それ以降、ロシア船の座礁による海への油漏れ、O157 や新
型インフルエンザなど客足が落ち込むことがあるたびに風評被害に負けじと
「夏物語」を強化していった。  
 外湯巡りに関しては、昔から今のように皆さんが親しんでいるわけではなか
った。やはり以前は外湯というよりは城崎の旅館で宴会をして、芸者さんなど
を呼んでと男の人のグループが多かった。ところがちょうどそのころ、風営法
の条例などがあり、以降だんだんと大人な温泉という雰囲気は影が薄くなって
きた。こうした中で、浴衣と下駄、湯籠をもって外湯を「めぐる」という一つ
のテーマに基づいてまちづくりを進めてきた。  
 
Ⅱ . 実施目的  
 夜間の観光体験を実施する目的は、大きく 2 つに分かれた。1 つは閑散期に
イベントを実施することで誘客につなげること。もう 1 つが宿泊客に対して何
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かしらの楽しみを提供するためであった。以下、実施目的に関して個々に得ら
れたインタビュー結果の一部を示す。  
 
 草津温泉  
 スキー人口の減少により、温泉街に近接してスキー場を有する草津温泉でも
冬季の宿泊客が減少した。こうした状況の中、旅館組合としてはスキー・スノ
ーボードをされる以外の方にも草津に冬来ていただきたいという想いがあった。
冬といえばイルミネーションを日本全国で実施しており、草津でも湯畑周辺を
イルミネーションで飾ることで誘客の一躍を担いながら、少し暗かった湯畑周
辺を明るくできればと湯畑イルミネーションを始めた。  
 観光協会としては泊まっていただいたお客様に何か楽しみを提供できないか
という目的と、夜の湯畑の良さを皆さんに再認識していただく 1 つの方法にな
ればという目的で実施している。  
 
 三朝温泉  
 開湯 850 周辺の記念として、3 年間かけてお祭りなどをして盛り上げていこ
うという中で、やはりここは温泉地ということで昼はもとより夜お客様が食事
をした後にぶらぶらできるようなことは大事にしたいという目的で夜のイベン
トを実施してきた。  
 
 白浜温泉  
 主な集客圏が京阪神である白浜温泉では、高速道路の延伸によって宿泊しな
くても白浜温泉が楽しめるようになり、日帰りで来られるお客様が増加した一
方で宿泊するお客様が年々減少してきた。こうした状況の中で、夜のイベント
を実施することでお客様の夜の滞在時間を増やし、宿泊につなげていくことを
目的として夜のイベントを実施している。他方で、「キャンドルイベント」や夏
の「メッセージ花火」など一部のイベントに関しては、誘客目的のイベントと
いうよりは、来ていただいたお客様へのもてなしという気持ちが強い。  
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 城崎温泉  
 夏のロングランイベントである「夏物語」は阪神淡路大震災以降減ってしま
ったお客さんを呼び戻そうと始めたことが最初の目的である。それ以降、  
ロシアの船が座礁して油が海に漏れたことにより、温泉街に近接して海水浴場
を有する城崎温泉では客足が落ち込んだ。また、O157、新型インフルエンザな
ど、客足に影響を及ぼす出来事が多かった。こうした中で、風評被害が怖いこ
ともあり、夏物語を毎年しっかりとイベントとして定着させる目的を設定し、
開催日数を増やし、花火を上げる日を増やすなど、年を重ねるごとに魅力を肉
付けしながら現在の形を作り上げていった。  
 
Ⅲ . 夜間の観光体験に関する現在または過去の課題点 
 草津温泉と三朝温泉では、本業がある中で夜のイベントの運営をすることに
関する難しさ、白浜温泉と城崎温泉では温泉街の商店の減少という課題があっ
た。以下、課題点に関して個々に得られたインタビュー結果の一部を示す。  
 
 草津温泉  
 キャンドルを点灯するイベントに関して、開催日数を調整していくことに難
しさがあった。少しずつ実施する日や実施日数などを考えながら、現在の第 2
第 4 土曜日と連休に実施するという日数に落ち着いた。これ以上日数が少ない
とお客様の目の露出もなかなか少なくなる一方で、開催日数を増やすと手伝い
をしていただいている人々の本業がおろそかになってしまう。このため現在の
第 2 第 4 土曜日と連休の計 40 日程度の実施日となった。  
 
 三朝温泉  
 夜間のイベントを積極的に実施しているが、背伸びをしている部分もあり、
夜のイベントをやりすぎてしまってくたびれてしまうような年もあった。観光
協会を含め旅館組合や NPO 三朝温泉などの団体で協力して夜間のイベントを
実施しており、昼間仕事をした後で夜もイベントの準備というところの忙しさ
はある。関係団体で手分けをしながら泊まりに来ていただいたお客様に外に出
てもらうための動機付けをしている。  
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 冬季に夜間のイベントを実施するということに難しさを感じる。三朝温泉で
一番の夜間イベントとなっている「あったか座」でも冬の間はお客様が減って
しまう。それはやはり寒くてお客様が外にでてこないから。寒さを逆手に取っ
たイベントができればと思うが、かといって雪が常に積もることもない。ただ
ただ寒いとなるとなかなか冬の夜のイベントは難しいと感じる。  
 
 白浜温泉  
 他の温泉地よりもイベントを実施しているという意識はある。しかし、他の
温泉地と圧倒的に違うのは、夜も開いているお店の少なさ。イベントをやって
も本来であれば夜の街に宿泊客の方々が繰り出していただいて街が活性化して
もらわないとイベントは成功したとは言えないと感じる。夜も開いている店舗
を増やして、イベント会場から商店への導線をきちんと確保していくことで、
お客様がイベントに参加することに加えて何か街中で消費していただいたり、
喜んでいただけるようにしなくてはというのが課題としてはある。できればこ
うした店舗というのは地域外資本というよりは地元資本でできればよいと感じ
る。  
 また、多くのイベントで白良浜を会場として利用するが、浜の中は街の都市
公園条例で商行為が原則として禁止になっている。イベント会場となっている
白良浜で露店等が出せれば経済的にも良いのではないかと感じる。今後は少し
ずつ規制緩和が出来ればと考えている。  
 
 城崎温泉  
 湯の里通り沿い店舗は現在では夜まで営業をしていて賑わいを見せているが、
一時期は夜間の営業していなかったり、空き店舗が目立っていたりしていた。
夜となると半分くらいのお店はやっていなかった。家族経営のお店が多い中で、
16 時間ぐらい開けようと思うとどうしても他に人を雇わなければならず人件
費もかかるので閉めていたりということもあった。しかし、こうした状況は温
泉街としてはやはり良くないと湯の里通りのエリアで団結をして行燈を置いた
り、照明を明るい色にしたりと協力して夜の賑わいを作っていった。阪神淡路
大震災以降に行うようになった夜の夏物語もこの通りの神社に開催場所を移す
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ようになってから一層お客さんが流れるようになり、お店を閉めていてはもっ
たいないと通り沿いのお店の方も奮起するようになった。他方で、営業を止め
てしまう店舗というのもあった。店舗兼住宅のお店が多いため、お店の部分を
人に貸してというのはプライベートが守られないということもあり敬遠されが
ちだった。しかし、十数年ほど前から少しずつ外部資本のお店に 1 階部分の店
舗を貸す人が出始めてから状況は変わり始めた。入ってきていただいた外資の
方にはきちんと観光協会に入っていただいたり、お店の外に看板を立てるのは
やめましょうといった城崎ルールを守っていただいて上手にお付き合いをして
いる。  
 湯の里通りに限らず、空き店舗の問題は城崎温泉全体として抱えていた。湯
の里通りは上記のように盛り返しており、柳通りでも外資参入による街の賑わ
いの盛り返しというのはあるように感じる。しかし、お店をやめて 1 階部分を
車庫の代わりにされているところもある。  
 夜間の賑わいという点で言えば、近年外国人旅行客の方々が増えており、宿
泊形態も素泊まりや一泊朝食付きで夕食は街中でというのが増えてきている。
こうした中で夕食を食べられる施設が供給不足になってきている。海外の方は
平日・休日関係なく来られることもあり、もともとの習慣で平日に休まれる飲
食店が多く、海外の方が多いシーズンの平日は本当に足りていない。  
 
Ⅳ . 夜間の観光体験に関する新たな計画  
 夜間に開催されたイベント日数の多い温泉地を対象としていることもあり、
今後のイベントに関しては新しいものを提供するよりも、既存のものをマイナ
ーチェンジしていく温泉地が多い。以下、新たな計画に関して個々に得られた
インタビュー結果の一部を示す。  
 
 草津温泉  
 今までは湯畑周辺が少し暗いこともありライトアップやイルミネーションな
どを観光協会や旅館組合の方で期間を決めて実施してきた。これを 8 年ほど続
けてきて、今年から草津町の方で湯畑から西の河原通りにかけて、きちんとラ
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イトの明かりを見直そうということでデザイナーの方に頼んで常設の街灯整備
が実施される。  
 
 三朝温泉  
 基本的には、今あるイベントを数年間しっかりと定着させていくことが重要
だと考えている。こうした中で、既存のイベントの期間を延ばしたり、内容の
マイナーチェンジなどを実施していきたいと思っている。さらに、近年ホタル
の生息環境整備を行っており、これが観光資源として定着していければと考え
ている。急に新しいことを増やそうということは基本的に考えておらず、数年
間今あるものを磨き上げて、今あるものを継続していくことで出来ることを増
やすことがこれからの一番の仕事だと考えている。  
 
 白浜温泉  
 白浜町としては、昼夜に限らずまち歩きができるようにと海沿いのエリアを
中心に遊歩道の改修や新設をする計画が長期的にはある。観光協会としては、
夜間のイベントはしっかりと実施できているという認識であるので、そこから
街中の消費につなげられるように、商工会や商店街などと連携をしながら飲食
店をみなさんで周っていただけるような取り組みをしてきたいと考えている。
夜間のイベントに関しては秋冬のイベントを少しマイナーチェンジしていけれ
ばと考えている。  
 
 城崎温泉  
 ここのところのインバウンドの影響で夕食が食べられるところが不足してい
る。もともとの習慣で飲食店も定休日が火水木に集中しており、海外の方が多
いシーズンの平日は夕食を食べられる場所が顕著に不足している。飲食店の方
には定休日の分散や、定休日を減らすお願いをしている。しかし、供給量自体
が足りないということもあり、街会社の方で既存の飲食店と競合しないような
飲食店を作れないかと考えている。例えば廃業した旅館をリノベーションする
などして実施できないかと考えているが、旅館営業からの転換などクリアしな
ければならない課題は多い。  
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Ⅴ . 夜間の観光体験に関する参考事例 
 4 地域のすべての温泉街に関して、他の温泉地の夜間の観光に関する取り組
みを参考にしたという話はなかった。以下、参考事例に関して個々に得られた
インタビュー結果の一部を示す。  
 
 草津温泉  
参考事例無し  
 
 三朝温泉  
 何か夜の観光体験を提供しようという中でまるっきり参考にするということ
はない。しかし、例えばひな祭りの展示をしようという時にこういった羽織り
方をすると良いという情報があれば視察に行くということはある。ある程度ど
ういったものをやるか決まったと後で参考にという形をとることはある。  
 
 白浜温泉  
 具体的に何かを参考にしてということはない。視察に行くときは有馬温泉や
竹田温泉・別府などを訪問する。  
 
 城崎温泉  
 参考にした温泉地は特にない。しかし、例えば有馬温泉のコンパニオンの新
たな動きなど良いなと感じる温泉地の取り組みはある。  
 
Ⅵ . バブル期からの街の変化 
 草津温泉を除き、団体旅行時代から現在までの間に温泉街の商店の減少が起
きた。また、すべての温泉街でヌード劇場やストリップ小屋、芸者小屋が温泉
街から姿を消した。以下、バブル期からの街の変化に関して個々に得られたイ
ンタビュー結果の一部を示す。  
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 草津温泉  
 お土産屋さんなどの商店などがやめられても街の中が歯抜け状態になってし
まうということはなかった。特に何か店舗の誘致策等を取らなくても外部資本
の参入などによって湯畑を中心に商業地は今も昔も変わることはない。商店が
やめられる理由としては店主の方がご高齢になられたり後継者がいなかったり
ということで、売り上げで悩んでというのはあまりないように感じる。いわゆ
る囲い込み型の旅館経営というものは草津温泉でも一時代はあったが、湯畑と
いう草津に来たら必ず皆さんがお出かけになる場所があることによって、人の
流れができビジネスチャンスが生まれるという草津の形は今も昔も変わらない。
こうしたことからも外部資本の方も草津温泉に魅力を感じ、商店街に入ってき
てくれるのではないかと思う。他方で射的場やスマートボール場、ストリップ
小屋などは少なくなっている。特にストリップに関しては依然は 4～5 軒あった
が現在はない。だんだんと家族連れのお客様が増えてきたなど客層の変化が起
こったことで、こうした店舗も求められなくなりお店が閉まってきたのかなと
感じる。  
15～ 16 年前からやっている湯畑の特別ライトアップは草津温泉で夜を楽し
んでいただこうという風潮が生まれたきっかけになったと感じる。このイベン
トが始まって 3～4 年ほどでお土産屋さんなどが夜まで営業時間を延長するよ
うになった。この特別ライトアップ以前は、飲み屋さんなどは営業していたが
お土産屋さんなどが夜まで営業していたということはあまりなかった。  
近年では、御座の湯ができて、大滝の湯、西の河原の露天風呂と合わせて 3
湯巡りというものができたり、熱乃湯のリニューアル、湯畑に隣接して広場が
できたりと街並み整備が進んでいる。  
 
 三朝温泉  
 伝え聞くには以前は温泉街の本通りが今よりも長く、お土産屋さんなどで賑
わっていたらしい。ひところからしたら温泉街の規模は 10 分の 1 程度の縮小具
合にはなっている。お土産屋さんなどの商売が生活の糧に出来るかどうかとい
うことも含めて、後継者がどんどんいなくなるとお店を閉めざるを得ない。こ
うした中で、常日頃から外部資本の店舗を温泉街に来てもらおうと手掛けては
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いるもののそう簡単には進まない。しかし、それでも近年は 4 軒から 5 軒ほど
飲食店は増えた。昼間の滞在人口が増えたことにより需要がでてき始め、自然
と増えたのではないかと考えている。  
 ストリップ小屋や芸者小屋なども現在はない。最後の芸者小屋が 10 年ほど前
に、ストリップ小屋は 2012 年の夏に閉店した。個人で経営されていた遊技場も
2011 年に閉店したが、2013 年に旅館組合が借り受け再度オープンしている。  
 
 白浜温泉  
 白良浜の前を通る浜通りは、以前はお土産屋さんなども多かったが、現在で
はほとんど見なくなった。いわゆる館内消費型の経営戦略を宿泊施設が取られ
ていたというのは大きいが、街の玄関口に大規模なお土産屋さんができたとい
うことも関係している。魚介類をはじめお菓子やみかん、梅干しまでなんでも
そろう大規模なお土産屋さんが 20 年ほど前に白浜温泉の玄関口に出来た。こう
した町の状況に加え、お客様がお土産を買われること自体も少なくなっている
ように感じる。こうした複合的な要因で周辺の商店がダメージを受け、閉店し
てきたのではないかと感じている。飲み屋などが連なる銀座通りは現在でも飲
食店が軒を連ね活気はあるが以前の方が賑わっていた。この通りにはストリッ
プ劇場や芸者小屋などがあったが現在は無くなってしまった。  
 
 城崎温泉  
 20 年ほど前に空き店舗調査を城崎温泉全体でした際に、 100 軒近く空き店舗
があった。湯の里通りでも阪神淡路大震災以前は半数以上が夜はお店を閉めて
いる状態にあった。外部資本の参入や外湯巡りを中心とした街づくりを続けて
きたことを背景に湯の里通りでは賑わいを取り戻している。  
 昭和の時代にはヌード小屋が十数軒あり芸者小屋もあった。芸者小屋は昭和
の時代に無くなってしまい、ヌード小屋なども最後の店舗が 10 年ほど前に無く
なった。風営法で新たな後継者が営業できないということもあったが、自然と
慰安旅行がなくなっていったこともこうした施設がなくなった背景にあったと
感じる。団体旅行が減少したために慰安旅行も少なくなってきたが、城崎の場
合は狭い町ということもあり、バスの乗り入れなどを運転手などが嫌がったと
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いうことも背景にあったと思う。団体旅行の減少はリアルエージェントとの関
わり合いにも変化をもたらし、ネットエージェントでお客さんと個人的にかか
わることが多くなってきた。手数料も低くなり、慰安旅行を受け入れる際に大
変であった喧嘩や飲み会の後の清掃などがなくなり楽になった反面、売り上げ
のかさが減ったり、チップは減った。昔のよかったなという部分を捨てて、自
分たちの HP などで集客をして少しでも手数料を減らし、その分サービスをした
り設備投資をしたりと旅館も変化をしてきた。  
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6.5 考察  
 夜間の観光体験を地域が提供する背景には、宿泊客が減少していくことへの
危機感があった。こうした中で、夜にイベントを実施することで滞在時間の増
加や、宿泊客の増加が狙えると考え夜間のイベントは提供されてきた。他方で、
夜間のイベントの中にも誘客目的のイベントもあれば、温泉地として夜ごはん
を食べた後に街中で楽しめるようなことを大切にしたいというお客様へのもて
なしという目的を持ったイベントもあった。  
 夜間のイベントは基本的に参加費用の掛からないものが多く、イベントその
ものでお金を稼げるわけではない。こうしたなかで、イベントを実施しても温
泉街の中での消費につなげられなければイベントの成功であるとは言えない。
しかしながら、一時代の宿泊施設の館内消費型の経営戦略の影響もあり、現在
一部の温泉地では街中の商店が減りイベントをうっても街中消費につなげられ
ない現状にある。他方で、温泉街の商店などの恒常的な夜の観光資源がなけれ
ばイベントとして夜間の観光体験を提供しなければならず、日中の業務だけで
なく夜間のイベント運営をしなければならないという主催者側の疲労感も蓄積
していく。城崎温泉や草津温泉などのように、夜間のイベントの開催場所を変
更したり、夜間のイベントをうち続けてきたことで街中の商店などが夜間まで
営業時間を延ばしたというケースもあった。イベント事業をたくさんうつだけ
では主催者が息切れしてしまうという課題もあったため、イベント事業を行い
ながらも恒常的な観光資源を街中に作り出していくことで、イベントの開催日
程などを再調整していく必要性が感じられた。  
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7. おわりに  
 本章では、本論文のまとめや筆者が考える今後の夜間の温泉街の在り方、本
論文における今後の課題について述べる。  
 
7.1 まとめ  
 本論文では、温泉街における夜間の観光体験促進に向けた基礎的調査として、
温泉街で実施された夜間のイベントに着目し、その現状や実施目的、実施する
中での課題を定量的調査とインタビュー調査よって明らかにした。その結果、
温泉街での夜間のイベントは 8 月を中心に年平均 51 日程度実施されているも
のの、7 月 8 月 9 月を除く 9 ヶ月間は半数以上の温泉街が何もイベントを実施
していないことが明らかとなった、またイベント内容に関しては祭りやイルミ
ネーションの開催が多い、特にイルミネーションに関しては冬季に多くの温泉
街で開催され冬場の温泉街のイベント内容が画一的になっていることが考えら
れる。  
 夜間のイベント開催のきっかけとしては、宿泊客の減少が一つにありそれを
取り戻すために宿泊とつながりやすい夜間のイベントが開催されてきた。多く
のイベントが参加費用が掛からない中で、イベントを実施しても宿泊客が街中
へ繰り出し街中消費につながらなければイベントとしては成功ではないとの意
見もあった。しかしながら一時代の宿泊施設の館内消費型の経営戦略の影響も
あり現在一部の温泉街ではお土産屋さんなどの商店が減少し、街中消費につな
げられない現状にある。他方で、夜間のイベントは昼間の仕事をしながら夜の
イベント準備となるため主催者の疲労感も大きい。これを解決するためには湯
巡りや街中の商店など恒常的な夜の観光資源が不可欠である。城崎温泉や草津
温泉では夜のイベントの実施場所を変えたり長年イベントを継続してきたこと
で街中の商店が夜まで営業を延長するようになった。イベントを実施しながら
も恒常的な観光資源を温泉街の中に育っていくことで、無理のないイベント開
催日数へと開催日を再調整させていく必要性を感じる、  
 
7.2 今後の課題  
 今回の研究では夜間のイベントの提供状況に関する調査を行った。どういっ
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たイベントがいつ提供されているのかは明らかになったが、どのようなイベン
トが宿泊客に求められているかがわからなければ実際に夜間の観光体験が促進
されていくことはないであろう。   
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4－3項　温泉街選定詳細結果　　　※赤枠表示が基準に満たない値を示す
北海道
岩手
山形
宮城
福島
No.56 湯ヶ島 5238 2363・2364 0 5 0 1 0 0 0 0 0 0 6 455 102
No.57 伊東 5239 2446・2447・2456・2457・2467・2468・2477・2487 7 34 0 1 0 0 0 0 0 0 42 8696 1950
No.58 伊豆長岡 5238 3934・3935・3944・3945 1 43 0 0 0 0 0 0 0 0 44 5430 1179
No.59 熱海 5239 4005・4006・4014・4015・4016・4025・4026・4036 9 47 0 0 0 0 0 0 0 0 56 11479 2910
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No.63 下田
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5138
705・707・715・716・717・718・727・728・737・747
6383・6393・6394 7 18 0 1 17 0 0 0 0 0 43 4021 1163
No.64 舘山寺 5237 1219・1228・1229・1310 0 15 0 0 0 0 0 0 0 0 15 3125 652
No.65 岐阜 下呂 5337 4168・4169・4178・4179 1 32 0 2 0 0 0 0 0 0 35 6260 1387
No.66 富山 宇奈月 5537 1276・1277・1286 0 12 0 0 1 0 0 0 0 0 13 3246 660
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No.68 山代 5436 2648・2649・2659 1 21 0 0 2 0 0 0 0 0 24 6477 1346
No.69 山中 5436 1878・1879・1889・1899・1990・2609・2700 1 19 0 0 0 0 0 0 0 0 20 3899 869
No.70 片山津 5436 3418・3419・3429・3520 1 10 0 1 0 0 0 0 0 0 12 3802 801
No.71 粟津 5436 2795・3505 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 10 2497 497
No.72 福井 芦原 5436 1764・1765・1766・1774・1775 0 24 0 1 0 0 0 0 0 0 25 5423 1070
No.73 三重 湯の山 5236 3515・3517・3526 0 12 0 0 1 0 1 0 0 0 14 1079 253
No.74 和歌山 白浜 5035
2696・3406・3407・3409・3416・3417
3418・3419・3427・3428・3437・3438 7 25 0 8 7 0 0 0 0 0 47 8360 2162
No.75 城崎 5334 3044・3053・3054・3055・3065 1 69 0 0 0 0 0 0 0 0 70 5831 1305
No.76 湯村 5534 1968・1969・1978 0 10 0 1 0 0 0 0 0 0 11 1754 355
No.77 有馬 5235 959・969・1050 3 24 0 0 0 0 1 0 0 0 28 5479 1264
No.78 三朝 5333 781・791 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 20 2614 574
No.79 羽合 5333 1570 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 9 1232 220
No.80 皆生 5333 1048・1049・1058・1059 5 20 0 0 0 0 0 0 0 0 25 3678 958
No.81 湯原 5233 5338・5348 1 12 0 0 0 0 0 0 0 0 13 1391 313
No.82 湯郷 5234 2580・2590・2591・3219・3300 2 10 0 0 1 0 0 0 0 0 13 2247 481
No.83 玉造 5333 90・100 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 16 4292 829
No.84 温泉津 5232 4217・4218 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 11 290 90
No.85 湯田 5131 1196・1906・1907 11 17 0 0 0 0 0 0 0 0 28 3971 358
No.86 俵山 5131 2447・2448・2458 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 18 629 218
No.87 長門湯本 5131 2593 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 12 2800 590
No.88 愛媛 道後 5032 5412・5413・5422・5423 4 26 0 0 0 0 0 1 0 1 32 6744 529
No.89 福岡 原鶴 5030 612・622・623・632 1 13 0 0 0 0 0 0 0 0 14 1960 452
No.90 嬉野 4929 4718・4719・4729 3 24 0 0 0 0 0 0 0 0 27 3789 926
No.91 武雄 4930 4811・4812・4821・4822・4831 3 10 0 0 0 0 0 1 0 0 14 1403 471
No.92 小浜 4930 166・176 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 16 1400 366
No.93 雲仙 4930 270・271・280・281・290 1 15 0 1 0 0 0 0 0 0 17 3842 922
No.94 杖立 4931 4812・4822 0 19 0 0 0 0 0 0 0 0 19 1541 281
No.95 黒川 4931 3390・3391・3392 0 22 0 0 0 0 0 0 0 0 22 1512 364
No.96 山鹿 4930 3714・3715・3723 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 12 1409 317
No.97 日奈久 4830 4415・4416 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 6 323 84
No.98 菊池 4930 3074・3075・3085 2 11 0 0 0 0 0 0 0 0 13 1638 396
No.99 玉名 4930 2824 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 9 815 180
No.100 別府 4931
5928・5937・5938・5939・5946・5948・5949・5966・5968
5969・5977・5978・5986・5988・5999・6020・6030・6040・6080 17 61 0 0 0 0 0 0 0 0 78 13767 2882
No.101 由布院 4931
5807・5808・5809・5816・5817・5818
5819・5828・5829・5838・5839・5910 3 43 0 0 4 0 0 0 0 0 50 3243 874
No.102 湯平 4931 5025・5026・5035・5036 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 8 307 72
No.103 筋湯 4931 4134・4135・4144・4145 0 13 0 0 0 0 0 0 0 0 13 1125 255
No.104 市比野 4730 4273・4272・4284 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 9 744 444
No.105 指宿 4630 5361・5362・5372・5381・5391・5392・6102・6112 2 13 0 1 0 0 0 0 0 0 16 3281 1215
石川
静岡
熊本
大分
鹿児島
鳥取
岡山
島根
山口
佐賀
長崎
兵庫
温泉地名 団体名 ホームページURL
湯の川温泉旅館協同組合 http://hakodate-yunokawa.jp/index.html
湯の川温泉旅館協同組合　青年部FB http://www.hakobura.jp/
函館市公式観光情報ウェブサイト http://hakodate-event.com/
蔵王温泉観光協会 http://www.zao-spa.or.jp/
蔵王温泉観光協会FB https://goo.gl/9WSDWt
蔵王町観光物産協会 http://www.zao-machi.com/
天童温泉協同組合 http://www.tendoonsen.or.jp/
天童市観光物産協会/天童市観光情報センター http://bussan-tendo.gr.jp/
天童市観光情報センターFB https://www.facebook.com/tendokanko/
鳴子温泉郷観光協会 http://www.naruko.gr.jp/
みやぎ大崎観光公社 http://mo-kankoukousya.jp/
みやぎ大崎観光公社FB https://www.facebook.com/miyagiosakitourismbureau/
磐梯熱海温泉旅館協同組合公式サイト http://www.bandaiatami.or.jp/index.html
磐梯熱海温泉旅館協同組合FB https://www.facebook.com/bandaiatami/
郡山市観光協会 http://www.kanko-koriyama.gr.jp/
会津東山温泉観光協会 http://www.aizu-higashiyama.com/
会津若松観光ビューロー http://www.aizukanko.com/
いわき湯本温泉旅館協同組合 http://www.iwakiyumoto.or.jp/
いわき湯本温泉旅館協同組合FB https://www.facebook.com/iwakiyumoto/
いわき観光まちづくりビューロー http://kankou-iwaki.or.jp/
飯坂温泉観光協会＆飯坂温泉旅館協同組合 http://www.iizaka.com/
飯坂温泉観光協会＆飯坂温泉旅館協同組合FB https://www.facebook.com/iizakaonsen/
福島市観光コンベンション協会 http://www.f-kankou.jp/
土湯温泉観光協会 http://www.tcy.jp/
土湯温泉観光協会FB https://goo.gl/OB4WWb
土湯温泉観光協会職員ブログ http://blogs.yahoo.co.jp/spa_tsuchiyu
福島市観光コンベンション協会 http://www.f-kankou.jp/
鬼怒川温泉 日光市観光協会 http://www.nikko-kankou.org/
四万温泉協会 http://shimaonsen.com/
四万温泉協会FB https://www.facebook.com/ShimaOnsen/
四万温泉協会青年部 http://shimaonsen.org/event/event.html
中之条町観光協会 http://www.nakanojo-kanko.jp/
渋川伊香保温泉観光協会 http://www.ikaho-kankou.com/
渋川市観光情報サイト http://www.city.shibukawa.lg.jp/kankou/
草津温泉観光協会 http://www.kusatsu-onsen.ne.jp/
草津温泉観光協会FB https://www.facebook.com/kanko.kusatsuonsen/
水上温泉旅館協同組合 http://www.minakamionsen.com/
観光情報まるごと水上ホームページ運営協議会 http://www.minakami-onsen.com/
みなかみ町観光協会 http://www.enjoy-minakami.jp/
猿ヶ京温泉観光情報協会 http://www.sarugakyo-navi.jp/
猿ヶ京温泉観光情報協会FB https://www.facebook.com/navisarugakyo/
みなかみ町観光協会 http://www.enjoy-minakami.jp/
湯河原温泉観光協会 http://www.yugawara.or.jp/
湯河原温泉観光協会FB https://www.facebook.com/yugawaraspa/
石和温泉観光協会 http://www.isawa-kankou.org/
ふえふき観光ナビ http://www.fuefuki-kanko.jp/
上諏訪温泉 諏訪観光協会 http://suwakanko.jp/
戸倉上山田温泉 千曲市観光協会 http://chikuma-kanko.com/
鹿教湯温泉旅館協同組合 http://www.kakeyu.or.jp/
上田市観光課　信州上田観光情報 https://www.city.ueda.nagano.jp/kankojoho/
浅間温泉観光協会 http://asamaonsen.jp/
浅間温泉観光協会FB https://www.facebook.com/asamaonsen.jp
浅間温泉旅館協同組合 http://www.asamaonsen.com/
松本市公式観光情報ポータルサイト http://youkoso.city.matsumoto.nagano.jp/
野沢温泉観光協会 http://nozawakanko.jp/
野沢温泉観光協会FB https://www.facebook.com/nozawaonsen.tourism/
湯田中温泉観光協会 http://www.yudanaka-onsen.info/
野沢温泉
浅間温泉
いわき湯本温泉
飯坂温泉
土湯温泉
四万温泉
伊香保温泉
草津温泉
水上温泉
猿ヶ京温泉
湯河原温泉
石和温泉
鹿教湯温泉
5－2項　データ取得ホームページ一覧
東山温泉
湯の川温泉
蔵王温泉
天童温泉
鳴子温泉
磐梯熱海温泉
湯田中温泉観光協会FB https://www.facebook.com/yudanaka.onsen.japan/
山ノ内町観光連盟 http://www.info-yamanouchi.net/
山ノ内町 http://www.town.yamanouchi.nagano.jp/kankojoho.html
渋温泉旅館組合 http://www.shibuonsen.net/
渋温泉旅館組合FB https://www.facebook.com/shibuonsen
山ノ内町観光連盟 http://www.info-yamanouchi.net/
山ノ内町 http://www.town.yamanouchi.nagano.jp/kankojoho.html
別所温泉観光協会 http://www.bessho-spa.jp/
別所温泉公式FB https://www.facebook.com/bessho.onsen
別所温泉旅館組合 http://www.bessho-onsen.com/
上田市観光課　信州上田観光情報 https://www.city.ueda.nagano.jp/kankojoho/
湯沢町観光協会 http://www.e-yuzawa.gr.jp/
湯沢町観光協会FB https://goo.gl/DSUOzR
月岡温泉観光協会 http://www.tsukiokaonsen.gr.jp/
月岡温泉観光協会FB https://www.facebook.com/tsukiokaonsen
月岡温泉観光協会事務員BLOG http://www.tsukiokaonsen.gr.jp/blog/
伊東観光協会 http://itospa.com/
伊東温泉観光協会FB https://www.facebook.com/itospa/
伊豆長岡温泉旅館組合 http://izuspa.com/
伊豆の国市観光協会 http://izunotabi.com/
伊豆の国市観光協会ブログ http://ameblo.jp/izunotabi/
熱海温泉ホテル旅館協同組合 http://www.atamispa.com/
熱海温泉ホテル旅館協同組合FB https://www.facebook.com/atamispa/
熱海市観光協会 http://www.ataminews.gr.jp/
伊豆市観光協会　土肥支部 http://www.toi-annai.com/
伊豆市観光協会　土肥支部FB https://goo.gl/lbOFC3
稲取温泉旅館協同組合 http://www.inatorionsen.or.jp/
稲取温泉旅館協同組合公式ブログ http://www.inatorionsen.or.jp/blog/
東伊豆まち温泉郷情報サイト http://www.e-izu.org/index.html
伊豆修善寺温泉旅館協同組合 http://shuzenji.info/
伊豆修善寺旅館協同組合FB https://www.facebook.com/syuzenjionsen/
伊豆市観光協会修禅寺支部 http://www.shuzenji-kankou.com/
伊豆市観光情報 http://kanko.city.izu.shizuoka.jp/
下田市観光協会 http://shimoda-city.info/
下田市観光協会FB https://www.facebook.com/shimoda.kanko/
浜名湖かんざんじ温泉観光協会 http://www.kanzanji.gr.jp/
浜名湖かんざんじ温泉観光協会FB https://www.facebook.com/kanzanji/
浜松観光コンベンショビューロー http://www.hamamatsu-daisuki.net/
浜松観光コンベンショビューローFB https://goo.gl/VTDq7W
下呂温泉観光協会 http://www.gero-spa.com/
下呂温泉観光協会FB https://www.facebook.com/Gero.onsen/
下呂市公式観光サイト http://www.city.gero.lg.jp/kankou/
和倉温泉観光協会 http://www.wakura.or.jp/
七尾市観光協会 http://www.nanaoh.net/
山代温泉観光協会 http://www.yamashiro-spa.or.jp/
山代温泉観光協会FB https://www.facebook.com/yamashirospa/
加賀市観光情報センターKAGA旅・まちネット http://www.tabimati.net/
山中温泉観光協会 http://www.yamanaka-spa.or.jp/
山中温泉館億協会FB https://goo.gl/KqCR9V
加賀市観光情報センターKAGA旅・まちネット http://www.tabimati.net/
芦原温泉旅館協同組合 http://www.awara-onsen.org/html/index2.html
あわら市観光協会 http://awara.info/
あわら市観光協会FB https://www.facebook.com/awarakanko/
あわら温泉開湯130周年祭 http://awara.info/130/
白浜観光協会 http://www.nanki-shirahama.com/index.php
きのさき温泉観光協会 http://www.kinosaki-spa.gr.jp/
城崎温泉観光協会 https://www.facebook.com/KinosakiOnsenTIC/
豊岡観光協会 http://www.toyo-kan.jp/
有馬温泉 有馬温泉観光協会 http://www.arima-onsen.com/
下田温泉
舘山寺温泉
下呂温泉
和倉温泉
山代温泉
山中温泉
芦原温泉
白浜温泉
城崎温泉
修善寺温泉
湯田中温泉
渋温泉
別所温泉
越後湯沢温泉
月岡温泉
伊東温泉
伊豆長岡温泉
熱海温泉
土肥温泉
稲取温泉
三朝温泉観光協会 http://spa-misasa.jp/
三朝温泉観光協会FB https://www.facebook.com/misasaonsen/
米子市観光協会 http://www.yonago-navi.jp/
皆生温泉旅館組合 http://www.kaike-onsen.com/index_pc.html
松江観光協会玉造温泉支部 http://www.tama-onsen.jp/
松江観光協会玉造温泉支部FB https://www.facebook.com/tamanavi
湯田温泉旅館協同組合 http://www.yudaonsen.com/
湯田温泉旅館協同組合FB https://www.facebook.com/yudaspa.inc/
山口観光コンベンション協会 http://www.yamaguchi-city.jp/
道後温泉旅館協同組合 http://www.dogo.or.jp/pc/
松山観光コンベンション協会 http://www.mcvb.jp/
嬉野温泉観光協会 http://spa-u.net/
嬉野温泉観光協会FB https://www.facebook.com/spa.u.webteam/
嬉野温泉旅館組合 http://www.ana-ureshino.jp/
雲仙温泉観光協会 http://www.unzen.org/
雲仙温泉観光協会FB https://www.facebook.com/unzenonsen/
島原半島観光連盟 http://www.shimakanren.com/
小浜温泉観光協会 http://www.obama.or.jp/
小浜温泉観光協会FB https://www.facebook.com/obamaonsen/
島原半島観光連盟 http://www.shimakanren.com/
杖立温泉観光協会 http://tsuetate-onsen.com/
杖立温泉旅館組合 http://www.tuetate.jp/
黒川温泉観光旅館協同組合 http://www.kurokawaonsen.or.jp/
黒川温泉旅館協同組合青年部 http://www.kurokawaseinenbu.com/
南小国町観光協会 http://www.minamioguni.com/
別府温泉 別府市観光協会 http://www.gokuraku-jigoku-beppu.com/
由布院温泉観光協会 http://www.yufuin.gr.jp/
由布院温泉観光協会FB https://goo.gl/AZB9hf
指宿温泉 いぶすき観光ネット http://www.ibusuki.or.jp/spa/
黒川温泉
由布院温泉
湯田温泉
道後温泉
嬉野温泉
雲仙温泉
小浜温泉
杖立温泉
玉造温泉
三朝温泉
皆生温泉
